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研究グループと所属教員（2010 年 4 月現在） 
 

 代謝調節機能学研究室 教授 平澤 栄次 
生物分子機能学講座 

  特任講師 宇高 寛子 
 生体低分子機能学研究室 教授 田中 俊雄 
  准教授 藤田 憲一 
 生体高分子機能学研究室  教授  寺北 明久 
   准教授 伊藤 和央 
   講師  小柳 光正 
   特任助教  濱口 祐 
 

 動物機能生物学研究室  准教授  小宮  透 
生体機能生物学講座 

   講師  水野 寿朗 
 植物機能生物学研究室   教授 保尊 隆享 
   准教授  若林 和幸 
   講師  曽我 康一 
 細胞機能学研究室  教授  宮田 真人 
   教授  中村 太郎 
 

 動物機能生態学研究室  教授  幸田 正典 
自然誌機能生物学講座 

   准教授  高木 昌興 
   特任助教  武山 智博 
 植物機能生態学研究室  教授  伊東  明  
   講師 名波  哲 
 情報生物学研究室  教授  志賀 向子 
   講師  後藤 慎介 
 植物進化適応学研究室  教授  飯野 盛利   
   講師  植松千代美 
 
教員の異動 
 2009 年 6 月 退職（転出） 准教授 田村  実 
 2009 年 9 月 退職（転出） 教授 沼田 英治 
 2010 年 3 月 退職  教授 岡田  博 
 2010 年 3 月 退職  教授 山倉 拓夫 
 2010 年 3 月 退職  教授 池西 厚之 
 2010 年 4 月 昇任 教授   中村 太郎 
 2010 年 4 月 昇任 教授   伊東  明 
 2010 年 4 月 昇任 教授   志賀 向子 
 2010 年 4 月 昇任 教授   飯野 盛利 
 2010 年 4 月 新採 特任助教  濱口  祐 
 2010 年 4 月 新採 特任助教  武山 智博 
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博士論文                                       

中根 大介（課程博士）"Leg" movement and its supporting structurein Mycoplasma 
gliding 
 
松井 晋（課程博士）Evolution of life history traits in the recently established 
population of the Bull-headed Shrike Lanius bucephalus on the subtropical island. 
 
Witchaphart Sungpalee（課程博士）Fine-scale variation in wood density and 
above-ground biomass in a tropical lower montane forest in northern Thailand 
 
松本 翔平（課程博士）Roles of microtubules in gravity-induced modifications to 
development in Arabidopsis 
 
濵口 祐（課程博士）担子菌 Flammulina velutipes 由来新規エンド-β-N-アセチルグルコ

サミニダーゼに関する研究 
 
永田 崇（課程博士）Molecular physiological study on relationship between the 
diversity of rhodopsins and molecular basis of vision in the spider ocelli 
 
Hasibagan（課程博士）The Vacuole-targeting fungicidal activity of amphotericin B 
against the pathogenic fungus Candida albicans 
 
 

 
修士論文                                       

 修士研究発表会 2010 年 2 月 5 日 全 20 題 
 
 

 
卒業論文                                       

 卒業研究発表会 2010 年 3 月 2 日 全 25 題 
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卒業後の進路                                    

学部生 
  就職   0      
  進学  23  本学大学院（17）、京都大学大学院(5)、大阪大学大学院(1) 
  その他 1  
 
前期博士課程 
  就職   11   日本食研株式会社、株式会社リニカル、株式会社成和化成、 
    財団法人日本化学繊維検査協会、高島屋、 
    ニッセイ情報テクノロジー株式会社、 
    株式会社インフォテクノ朝日、 
    株式会社富士通関西システムズ、 
    滋賀県高等学校教員、大同高等学校、大阪大学 
  進学  5  本学大学院（5） 
  その他 2    
 
 
 
 
 
 
注：e-mail アドレスの@の後には「sci.osaka-cu.ac.jp」を加えてください。 
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代謝調節機能学研究室 
 

 TEL 06-6605-2572（平澤）  
  06-6605-3168（宇高） 
 FAX 06-6605-2522（事務室） 
 E-mail 平澤 hirasawa@ 
  宇高 udaka@ 
   

【研究グループの概要】 
 本研究室では植物の代謝に関する研究を行い，特に環境に応答した代謝調節を調べて

きた。現在，2 人の教員が環境適応を中心に研究を行っており、高等植物を用いて、ア

ミノ酸とそれに係わる物質の生理的役割の解明を目指している。現在は低照度ストレス

下での環境適応として根からの有機物吸収機構の研究、並びにその応用展開として植物

用有機栄養補助液の開発や、その関連として切花の鮮度保持に係わる研究も行っている。 
 
 
【所属教員と各自のテーマ】 
教授 平澤栄次  
高等植物の窒素代謝、特にアルギニン・メチオニンから生成されるポリアミンの生合

成経路と分解経路の解明とそれに関わる酵素の諸性質を調べてきたが、現在はポリアミ

ンからさらにモノアミンの分解経路の研究を行っている。なお応用面では、低照度下で

の植栽保持のための有機栄養補助剤を開発した。室内に置いたハイビスカス鉢物は、通

常では、約 1 ヶ月で落葉するが、開発した栄養剤では、室内で 9 ヶ月を経ても青々と葉

が茂らせることが出来た。この有機栄養補助剤は現在特許審査中である。またこの有機

栄養の別展開として、環境に負荷のかからない切花の鮮度保持剤も開発して商品化に繋

げている。 
●担当授業・実習 

植物生化学、現代の理学 A、実験で知る自然環境と人間、生物学実験 B、専門生物

学実験 B、代謝調節機能学特論 I・II 
●その他の研究費 

新産業創生研究費 1 件 
研究奨励寄付金 1 件 

●社会貢献 
大阪公立大学共同出版会 理事 
農芸化学会関西支部 評議員 
バイオ産業研究会 幹事 
OCU ニューテクガイド 2010 講演 
テレビ放映（NHK）1 回 
 
 

特任講師 宇高寛子  
 切り花は根もしくは葉も欠いている。そのため、吸水などの仕組みが鉢植えの植物と

は異なり、切り花の鮮度保持には専用の栄養剤が必要となる。2009 年度は 2 種のチュ

ーリップを用いて、それらの鮮度保持に関する研究を行った。チューリップの花弁の開

閉は温度と光によって制御されており、特に高温下では開花が促進され短期間のうちに

花弁は散ってしまう。高温下でもチューリップ花弁の開閉を抑制し、かつ観賞に堪える
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期間を延長させることができる物質の探索を行った。また、現在それらの効果について

検証を継続中である。 
●担当授業・実習 

遺伝生化学、実験で知る自然環境と人間、生物学実験 B、専門生物学実験 B 
 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 
 

後期博士課程 1 名 
前期博士課程 2 名 
学部学生 4 名 

 
【業績】 
Goto S.G. Udaka H. Ueda C. and Katagiri C. 2010. Fatty acids of membrane 

phospholipids in Drosophila melanogaster lines showing rapid and slow recovery 
from chill coma. Biological and Biophysical Research Communications 391: 
1251-1254. 

Numata H. and Udaka H. 2010. Photoperiodism in Mollusks. In: Nelson, R.J. 
Denlinger, D.L. and Somers, D.E. (eds) Photoperiodism: The Biological Calendar, 
pp 173-192. Oxford University Press, New York. 

Zhang L. Livingstone J.R. Tarui Y. and Hirasawa E. 2009. Effects of citric acid,  
sucrose, and proton concentration in suppressing defoliation in hibiscus plants 
grown under low-illumination conditions. HortTechnology 19: 305-308.  

Borjihan, H., Ogita, A., Fujita, K., Hirasawa, E., and Tanaka, T. 2009. The 
Vacuole-targeting fungicidal activity of amphotericin B against the pathogenic 
fungus Candida albicans and its enhancement by allicin. Journal of Antibiotics 62: 
691-697 

Udaka H. Goto S.G. and Numata H. 2008. Effects of photoperiod and acclimation 
temperature on heat and cold tolerance in the terrestrial slug, Lehmannia valentiana 
(Pulmonata: Limacidae). Applied Entomology and Zoology 43: 547-551. 

平澤栄次 2008. 「なぜ、できる人は朝コンビニに行くのか？」 フォレスト出版 
Matsui O. Fujita K.Yamanaka H. Taniguchi M. Tarui Y. Hirasawa E. Usuki Y. and 

Tanaka T. 2008. Isolation of an Acremonium sp capable of liquefying cross-linked 
poly(γ-glutamic acid) hydrogels and fungal enzyme involved in the disruption of 
γ-ray irradiation-mediated cross-linking. Journal of Bioscience and Bioengineering 
105: 422-424. 

 
 
【学会発表】 
[第 53 回日本応用動物昆虫学会（札幌）2009 年 3 月] 
 一般講演 1 件 
[3rd International Symposium on the Environmental Physiology of Ectotherms and 
Plants （つくば）2009 年 8 月] 
 一般講演 1 件 
[日本昆虫学会第 69 回大会（三重）2009 年 10 月] 
 招待講演 1 件 
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[第 34 回比較内分泌学会大会（大阪）2009 年 10 月] 
 一般講演 1 件 
[日本動物学会北海道支部講演会（札幌）2010 年 2 月] 
 招待講演 1 件 
[平成 22 年日本農芸化学会（東京）2010 年 3 月] 
 一般講演 1 件 
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生体低分子機能学研究室 
 

 TEL 06-6605-3163（田中） 
  06-6605-2580（藤田） 
 FAX 06-6605-3164 
 E-mail 田中 tanakato@ 
  藤田 kfujita@ 
  

 
【研究グループの概要】 
 本研究室では菌核菌の一株が生産する生理活性物質スクレリンの多面的な研究以来，

主に微生物の生理活性二次代謝産物の検索研究やそれらの作用機構研究をおこなって

きた。現在，生理活性物質の検索対象を天然物以外に天然物の化学修飾によって得られ

る物質にも拡大し，それらの作用をとおして種々の生命現象を分子レベルで解明するこ

とを目標としている。近年，酵母や糸状菌など真菌による感染症が増加しており，抗真

菌性抗生物質の種類が少ないだけに，医療の上で深刻な問題となっている。また，真菌

に特有な生命現象の解明も遅れている。従って，抗真菌性抗生物質の検索や作用機構の

研究は基礎分野，応用分野を問わず重要な意味を有しており，本研究室における中心課

題になっている。さらに, シグナル伝達，細胞間認識，分化，形態形成といった高次の

生命現象が様々な手法で研究されている。本研究室では，上記の諸現象を微生物のみな

らず高等生物をも含めた種々の細胞を用いて，分子レベルで調節，制御しうるような生

理活性物質の開発を目差している。これまでに，イソプレノイド誘導体およびフェニル

アラニン類縁体などにユニークな活性を見いだした。 
 
【所属教員と各自のテーマ】 
教授 田中俊雄  
 細胞質膜近傍で機能するシグナル伝達、細胞分化およびそれらと関連する脂質代謝の

機構に対して制御活性を発揮する天然物の検索及びその誘導体の合成を行っている。合

わせて, 既存抗菌剤の潜在活性をひきだす介助分子の探索研究を行っている。2009 年度

には、真菌の液胞膜をターゲットとする新しい抗真菌機構を助長する成分を新たにタマ

ネギ鱗茎より単離した。 
●担当授業・実習 

生物化学 II、生物学への招待、実験で知る自然環境と人間 
●科学研究費補助金  

代表 液胞をターゲットとして真菌を自殺へと導く抗真菌化学療法の開拓（基盤研

究 (C) H20-22 年度）  
●その他の研究費 

代表 受託研究 １件（H21 年度） 
代表  新産業創生研究（H21 年度） 

●社会貢献 
    日本生物工学会関西支部長 
  発酵学懇話会 主催 
    平成 21 年度バイオサイエンスセミナー「バイオって何やろ 2009」主催 
  バイオ産業研究会幹事 
 SSH 実験（住吉高校） 
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准教授 藤田憲一  
 将来、医薬への応用が期待される有用な生理活性物質の候補を天然資源および化学合

成などにより広く探索し、その生理活性発現メカニズムについても解析を行っている。

ガンが再発したときにおきるガン細胞が獲得する多剤耐性能により、抗ガン剤による化

学療法はその継続が困難となる場合が多い。加えて、抗生物質の乱用による多剤耐性菌

の頻出も問題となっている。ガン細胞や真菌の薬剤耐性機構のうち両者に共通する薬剤

排出機構に着目し、それを打ち破る薬剤を探索している。 
γ ポリグルタミン酸の生合成機構についても遺伝子レベルでの解析を行っている。 
2009 年度には、抗真菌剤の一つが薬剤排出ポンプの遺伝子発現を抑制することによ

って他の薬剤と組み合わせた時に相乗効果を発揮するとわかった。 
●担当授業・実習 

生物学概論Ｂ、生体分子機能学、実験で知る自然環境と人間、生物学実験Ｂ，専門

生物学実験 
●科学研究費 

代表 ミトコンドリア障害作用物質が示す薬効増強効果発現メカニズム（基盤研究

（Ｃ）H20-22 年度） 
分担 インドネシア産生物由来天然物からの創薬シーズ探索研究（二国間事業

H21-23 年度） 
●その他の研究費 

代表 受託研究 1 件（H21 年度） 
代表 薬剤耐性機構を打ち破る物質のスクリーニング（JST シーズ発掘試験 H21 年

度） 
●社会貢献 
    日本生物工学会関西支部庶務 

醗酵学懇話会 主催 
平成 21 年度バイオサイエンスセミナー「バイオって何やろ 2009」主催 
日本生物工学会関西支部平成 21 年度バイオカフェ企画委員 

    SSH 実験（住吉高校） 
 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 
 後期博士課程 3 名 
 前期博士課程 7 名 
 学部 4 回生   3 名 

客員教授    2 名 
 
 
【業績】 
Borjihan, B., Ogita, A., Fujita, K., Doe, M., and Tanaka, T. The cyclic organosulfur 

compound zwiebelane A from onion (Allium cepa) functions as an enhancer of 
polymyxin B in fungal vacuole disruption. Planta Medica In press. 

Ogita, A, Fujita, K., Usuki, Y., and Tanaka, T. 2010. Targeted yeast vacuole disruption 
by polyene antibiotics with a macrocyclic lactone ring. International Journal of 
Antimicrobial Agents 35: 85-92 

Borjihan, H., Ogita, A., Fujita, K., Hirasawa, E., and Tanaka, T. 2009. The 
Vacuole-targeting fungicidal activity of amphotericin B against the pathogenic 
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fungus Candida albicans and its enhancement by allicin. Journal of Antibiotics 62: 
691-697 

Ogita, A., Fujita, K., and Tanaka, T. 2009. Salinomycin and citric acid in combination 
demonstrate bactericidal activity against Gram-negative bacteria. Annals of 
Microbiology 53: 611-614. 

Tanaka, T, Ogita A, Usuki, Y, and Fujita, K. 2009. Selective inhibition of embryonic 
development in starfish by long-chain alkyl derivatives of UMP, TMP and AMP. 
Natural Product Research 23: 1572-1578. 

廣岡青央、山本佳宏、筒井延男、田中俊雄. 2009. イソプレノイドアナログ耐性清酒酵

母における酢酸イソアミルの高生産とアルコールアセチルトランスフェラーゼ活

性の相関. 醸造論文集 64巻, 24-29. 
田中俊雄、谷口誠. 酵素ハンドブック第３版, 八木達彦 他, 朝倉書店 p. 848-852, 2008. 
Ogita, M., Ogita, A., Usuki, Y., Fujita, K. and Tanaka, T. 2009. Antimycin A-induced cell 

death depends on AIF translocation through NO production and PARP activation 
and is not involved in ROS generation, cytochrome c release and caspase-3 
activation in HL-60 cells. Journal of Antibiotics 62(3): 145-152. 

Ogita, A., Konishi, Y., Borjihan, B., Fujita K. and Tanaka, T. 2009. Synergistic fungicidal 
activities of polymyxin B and ionophores, and their dependence on direct 
disruptive action of polymyxin B on fungal vacuole. Journal of Antibiotics 62(2): 
81-87.  

Ogita, A., Fujita, K. and Tanaka, T. 2009. Enhancement of the fungicidal activity of 
amphotericin B by allicin: effects on intracellular ergosterol trafficking. Planta 
Medica 75(3): 222-226.  

Fujita, K., Fujita, T. and Kubo, I. 2008. Antifungal activity of alkanols against 
Zygosaccharomyces bailii and their effects on fungal plasma membrane. 
Phytotherapy Research 22(10): 1349-1355. 

Wang, F., Ishiguro, M., Mutsukado, M., Fujita, K. and Tanaka, T. 2008. Microstructure 
of poly(γ-glutamic acid) produced by Bacillus subtilis consisting of clusters of D- 
and L-glutamic acid repeating units. Journal of Agriculture and Food Chemistry 
56: 4225-4228. 

Matsui, O., Fujita, K., Nakayama, H., Taniguchi, M., Tarui, Y., Hirasawa, E., Usuki Y. 
and Tanaka, T. 2008. Isolation of an Acremonium sp. Capable of liquefying 
cross-linked poly(γ-glutamic acid) hydrogels and the fungal enzyme involved in 
the disruption of γ-ray irradiation-mediated cross-linking. Journal of Bioscience 
and Bioengineering 105(4): 422-424. 

Kubo I., Fujita K., and Nihei K. 2008. Antimicrobial of anethole and related compounds 
from aniseed. Journal of the Science of Food and Agriculture 88: 242-247. 
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【学会発表】 
[日本農芸化学大会（東京）2010 年 3 月] 
        一般講演 5 件 
[日本生物工学大会（名古屋）2009 年 9 月] 
     一般講演 2 件 
[日本農芸化学会大会（博多）2009 年 3 月] 

一般講演 5 件 
[13th International Biotechnology Symposium & Exhibition（中国・大連）2008 年 10 月] 

一般講演 3 件 
[日本生物工学会大会（仙台）2008 年 8 月] 

一般講演 4 件 
[日本生化学会近畿支部例会（大阪）2008 年 5 月] 

一般講演 1 件 
[日本農芸化学会大会（名古屋）2008 年 3 月] 

一般講演 4 件 
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生体高分子機能学 I 研究室 
 

TEL 06-6605-2579 (伊藤)                    
FAX 06-6605-2579  
E-mail 伊藤 ito@  
 

【研究室の概要】 
創立当初（1949 年）より酵素学の草分けとして微生物に起源を求め、種々の酵素の

生産菌を探索し、酵素の産生や酵素の分泌機構の解明を行い、酵素の取得法の開発を手

がけ、初期には多くの酵素を結晶化し、その性質を明らかにするとともに実用化をはか

って有用酵素（初代の福本教授による澱粉からの酵素によるブドウ糖生産は世界的に採

用されている）を世に送り出してきた。そして、このような業績によって日本学士院賞

を受賞した。 
 現在当研究室では澱粉をはじめとし、糖質関連の分解酵素や転移酵素、糖蛋白の糖鎖

分解酵素、あるいは核酸分解酵素や蛋白分解酵素の性質（作用特異性やサブユニットの

構成、蛋白の一次構造など）を明らかにするとともに生体内での酵素の働きがいかなる

ものかそれら酵素の構造と機能の関係を明らかにすることをテーマとしている。 これ

らの研究テーマに対して、生化学観点から、分子生物学的および免疫化学手法を取り入

れて取り組んでいる。 
また、当研究室初代（福本寿一郎）教授はアミラーゼ研究会を主催し、シンポジウム

を全国的規模で毎年開催し、この分野の学術研究の推進と酵素の実用化に寄与してきた。

その後、後任の山本武彦教授、南浦能至教授に引き継がれ、さらに現研究室スタッフに

よりアミラーゼにとどまることなく広く糖質関連酵素化学シンポジウムとして継承し

ている。 このような研究の蓄積から、複合糖鎖関連酵素へと展開し、糖鎖生物学、糖

鎖工学への分野へとその研究領域の展開がなされている。また、関西グライコサイエン

スフォーラムの世話人会のメンバーとして、糖質・糖鎖関連研究分野の理、工、農、医、

薬ならびに産、官、学にまたがる研究交流会を開催し、本研究分野の基礎から応用にわ

たる発展に寄与している。一方、日本学術振興会の東南アジア学術交流事業へ参画し、

20 年以上にわたり、タイおよびフィリピンの大学の研究者を受け入れ相互学術交流を

行うとともに、韓国、中国、インドネシアからの留学生を受け入れ、研究教育を行って

きた。 
 
【所属教員と各自のテーマ】 
准教授 伊藤和央  
酵素化学はバイオサイエンスあるいはバイオテクノロジー分野の主軸をなす一研究分

野で我々のグループは、これまで微生物酵素を中心に研究を行ってきたが、近年では、

新しい酵素の発見と開発を念頭に置き、微生物のみならず動物や植物の生産する種々の

酵素を分離精製して、その酵素化学的・蛋白化学的性質を生化学的、分子生物学的手法

を用いて詳細に調べ、酵素蛋白の構造と触媒機能の解明と新規酵素の利用開発に関する

研究を行っている。また、これら酵素の生理的な機能の解明を目指している。特に、酵

素の機能と構造および活性調節の観点から以下のような研究に取組んできた。 
1．糖鎖遊離酵素の構造・特異性相関と同酵素による糖鎖異化機構  
2. 糖タンパク質糖鎖および糖質関連酵素の生理的機能とその応用研究  
3．加水分解酵素および糖転移酵素によるオリゴ糖、新規物質の合成、グリコシレーシ

ョンによる高分子物質の改変と生成物の機能の利用  
4. タンパク質限定分解系 
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2009 年度は、担子菌 F. velutipes の産生するエンド−β−N−アセチルグルコサミニダー

ゼ FV(エンド FV)遺伝子の麹菌における発現条件と発現酵素の精製を行った。そして、

発現酵素発現に適した発現条件を明らかにするとともに発現酵素の精製に成功した。ま

た、発現酵素が F. velutipes においてプロセッシングを受けることを発見した。また、

エンド FV 遺伝子ホモログが多くの担子菌に存在することを明らかにし、そのうち担子

菌 Agaricus bisporus から新たなエンド−β−N−アセチルグルコサミニダーゼの精製に成

功し、これをエンド AB と命名した。さらに、担子菌 F. velutipes の産生する新規ペプ

チド N-グリカナーゼ F-I の遺伝子のクローニングを行い、その cDNA およびゲノム

DNA の遺伝子構造を明らかにした。一方、膜結合型エンド−β−N−アセチルグルコサミ

ニダーゼ HS(エンド HS)遺伝子ホモロログの大腸菌での発現系を構築し、その精製条件

を検討し、精製酵素を得ることに成功した。また、得られた組変え酵素を用いた細胞レ

ベルでの糖鎖遊離反応を行い、いくつかの細胞のタンパク質から糖鎖が遊離することを

見出した。さらに、膜結合型エンド−β−N−アセチルグルコサミニダーゼ HS(エンド HS)
ホモログ遺伝子に変異を導入し、変異導入酵素遺伝子の発現系を構築した。また、糖タ

ンパク質糖鎖遊離酵素生産菌および複合多糖分解酵素生産菌の探索を行い、それぞれ数

種の生産菌を分離した。また、耐熱性細菌の産生するシュークラーゼの組換え酵素とそ

の変異導入酵素の発現系を構築した。 
●担当授業・実習 

生物学概論、生物化学Ｉ、酵素化学、酵素化学特論、生物分子機能学演習、食品酵

素学特論、生物学実験Ａ(SA)、専門生物学実験Ａ、特別研究、前期特別研究 
●科学研究費補助金 
 代表 糖タンパク質糖鎖の酵素的導入による生体認識配糖体創製のための基盤構築 
 （基盤研究 C H21-23 年度） 
●社会貢献 
 第 9 回関西グライコサイエンスフォーラム 代表世話人 
 第 55 回日本生化学会近畿支部例会実行委員 
 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 

後期博士課程 1 名 
前期博士課程 2 名 
学部学生  4 名 
研究生    1 名 

 
 
【業績】 
Hamaguchi, T., Ito, T., Inoue, Y., Limpaseni T., Pongsawasdi, P., and Ito, K. 2010. 

Purification, characterization and molecular cloning of a novel 
endo-β-N-acetylglucosaminidase from the basidiomycete, Flammulina velutipes. 
Glycobiology 20: 420-432 

Murakami, D., Shimada, Y., Kamiya, S., Yamasaki, K., Makimura, Y., Ito, K., Minamiura, 
N., and Yamamoto, K. 2008. Convenient preparation and characterization of a 
monoclonal antibody for the N-linked sugar chain of a glycoprotein using a 
microbial endoglycosidase. Archives of Biochemistry and Biophysics 477: 299-304. 
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【学会発表】 
[2010 年日本農芸化学会大会（東京）2010 年 3 月] 

一般講演 1 件 
[日本応用糖質科学会中国四国・近畿支部合同シンポジウム] 

シンポジウム １件 
[第 82 回日本生化学会大会(神戸、平成 2009 年 11 月) ] 

一般講演 1 件 
[第 56 回日本生化学会近畿支部例会（大阪）2009 年 7 月] 

一般講演 1 件 
[2009 年日本農芸化学会大会（福岡）2009 年 3 月] 

一般講演 3 件 
[Asian Core Program Joint Seminar on Capacity Building and Development of 
Microbial Potential and Fermentation Technology Towards New Era (Bangkok, 平成

2009 年 3 月)] 
一般講演 1 件 

[第 81 回日本生化学会大会(神戸、平成 2008 年 12 月) ] 
一般講演 4 件 

[第 9 回関西グライコサイエンスフォーラム（大阪）2008 年 5 月]  
一般講演 1 件 

[第 55 回日本生化学会近畿支部例会（大阪）2008 年 5 月] 
一般講演 2 件 
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生体高分子機能学 II 研究室 
 

  TEL 06-6605-3144（寺北）  
   06-6605-2583（小柳） 
  FAX 06-6605-3171（研究室） 
  E-mail 寺北 terakita@  
   小柳 koyanagi@ 

 
【研究グループの概要】 
  2006 年度からスタートした本研究グループは、タンパク質の機能について、タン

パク質化学的観点、生物物理学的観点、分子生理学的観点から研究を進めている。多く

の動物は、光受容タンパク質である視物質ロドプシンやその類似タンパク質（以後、ロ

ドプシン類と略）により光を受容し、それを視覚情報として利用するのみならず、たと

えば生体リズムの調節など視覚以外の情報としても利用している。ロドプシン類は、 
“光受容”という細胞機能や生体機能の入口に位置しているので、それぞれのロドプシン

類の分子性状・性質の多様性は、生体や細胞がもつ光受容機能と密接に関連していると

考えられる。言い換えれば、多様なロドプシン類が使い分けられたり、または協調的に

用いられたりすることにより、動物の持つ多様な光受容が成り立っていると言える。動

物の光受容の全体像を理解するためには、光受容タンパク質を出発点に解析をすること

が最も有効な方法の１つでると考えている。現在、私たちは、多様なロドプシン類の性

状・特徴とその分子特性をもたらすメカニズムを、生化学的、生物物理学的、分子生理

学的に明らかにすることにより、動物が持つ多様な光受容能を、ロドプシン類の分子進

化と関連づけながら、理解することをめざしている。また、ロドプシン類は典型的な G
蛋白質共役受容体（GPCR）であるので、私たちのロドプシン類の解析は GPCR の機能

発現メカニズムの解明のためにも重要である。 
 
【所属教員と各自のテーマ】 
教授 寺北明久  
多様なロドプシン類の性状・特徴とその分子特性をもたらすメカニズム等を、生化学

的、生物物理学的、分子生理学的・組織化学的に解析してきた。2009 年には、ロドプ

シンの多様性をもたらす分子メカニズムの１つが構造変化の大きさであることを明ら

かにした。 
●担当授業・実習 

生物学概論 C、生物化学実験法 
●科学研究費補助金  
    代表 ロドプシン類の多様性とその協調的機能発現の分子生理学的解析（基盤研究 
      A  H19-22 年度） 
    代表 概日リズムの光センサー・メラノプシンの２つのサブタイプと機能シフト  
  （特定領域研究 H21-22 年度）  
●その他の研究費 

   代表 ヒトを含む脊椎動物の脳に存在する光受容タンパク質の分子生理学的解析 
  （内藤記念科学奨励金（研究助成） H21） 
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●社会貢献 
  社団法人日本動物学会動物学研究推進理事 
   社団法人日本動物学会評議委員 
      日本生物物理学会委員 
   日本生物物理学会分野別専門委員 
 
講師 小柳光正  
光受容タンパク質の性質の多様性と機能多様性との関連やその進化について研究を

進めてきた。2009 年度は、機能未知のロドプシン類の培養細胞での発現・分光学的解

析・生化学的解析に加え、多様な光受容タンパク質の生体内機能の解明を目的とした

様々なトランスジェニックゼブラフィッシュの作製に成功した。 
●担当授業 
   生物化学Ⅱ、生命と進化 
●担当実習 
   専門生物学実験、生物学実験 B 
●科学研究費補助金 
  代表 視覚以外で機能するロドプシン類の分子レベルおよび神経レベルの機能解

析（若手研究 B H20-H21 年度） 
分担 ロドプシン類の多様性とその協調的機能発現の分子生理学的解析（基盤研究      

A  H19-22 年度） 
分担 概日リズムの光センサー・メラノプシンの２つのサブタイプと機能シフト 

（特定領域研究 H21-22 年度） 
●その他の研究費  

なし 
●社会貢献 

社団法人日本動物学会近畿支部委員 
日本比較生理生化学会評議員、将来計画委員、編集委員 
教科書翻訳：進化 第 2 章 pp.41-71（Evolution／Cold Spring Harbor Laboratory 

Press、メディカル・サイエンス・インターナショナル） 
 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 
日本学術振興会特別研究員 PD 1 名 
博士研究員 １名 
後期博士課程（日本学術振興会特別研究員 DC１）１名 
前期博士課程 ５名 
学部学生 ２名 
 
 
【業績】 
Terakita A. 2010. Diversity and evolution of animal rhodopsin and phototransduction 

cascade. In: Collignon L. N. and Normand C. B. (eds) Photobiology: Principles, 
Applications and Effects. Nova Science Publishers, Inc. 

Tsukamoto H., Terakita A. and Shichida Y. 2010. A pivot between helices V and VI near 
the retinal binding site is necessary for activation in rhodopsins. The Journal of 
Biological Chemistry 285: 7351-7357.  
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Nagata T., Koyanagi M., Tsukamoto H. and Terakita A. 2010. Identification and 
characterization of a protostome homologue of peropsin from a jumping spider. 
Journal of Comparative Physiology A 196: 51-59. 

Tsukamoto H., Farrens D. L., Koyanagi M. and Terakita A. 2009. The magnitude of the 
light-induced conformational change in different rhodopsins correlates with their 
ability to activate G proteins. The Journal of Biological Chemistry 284: 20676-20683. 

Morizumi T., Kimata N., Terakita A., Imamoto Y., Yamashita T. and Shichida Y. 2009. 
G protein subtype specificity of rhodopsin intermediates metarhodopsin Ib and 
metarhodopsin II. Photochemistry and Photobiology 85: 57-62. 

寺北明久 2008. 光を受容するさまざまな分子 日本比較生理生化学会編「シリーズ『動

物の多様な生き方』第１巻 見える光，見えない光：動物と光のかかわり」pp.1-21.
共立出版 

小柳光正 2008. 光センサーの進化 日本比較生理生化学会編「シリーズ『動物の多様な

生き方』第１巻 見える光，見えない光：動物と光のかかわり」pp.22-31.共立出版 
小柳光正 2008. 好火性甲虫の赤外線受容：非冷却赤外線センサーへの応用（翻訳）「昆

虫ミメティックス～昆虫の設計に学ぶ～」pp.208-214.株式会社 エヌ・ティー・エ

ス 
Koyanagi M., Takano K., Tsukamoto H., Ohtsu K., Tokunaga F. and Terakita A. 2008. 

Jellyfish vision starts with cAMP signaling mediated by opsin-Gs cascade. 
Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of 
America105: 15576-15580  

Koyanagi M. and Terakita A. 2008. Gq-Coupled Rhodopsin Subfamily Composed of 
Invertebrate Visual Pigment and Melanopsin. Photochemistry and Photobiology 
84: 1024-1030 

Yamashita T., Terakita A., Kai T. and Shichida Y. 2008. Conformational change of the 
transmembrane helices II and IV of metabotropic glutamate receptor involved in G 
protein activation. Journal of Neurochemistry 106: 850-859. 

Koyanagi M., Nagata T., Katoh K., Yamashita S., Tokunaga F. 2008. Molecular evolution 
of arthropod color vision deduced from multiple opsin genes of jumping spiders. 
Journal of Molecular Evolution 66: 130-137. 

Terakita A., Tsukamoto H., Koyanagi M., Sugawara M., Yamashita T. and Shichida Y. 
2008. Expression and comparative characterization of Gq-coupled invertebrate 
visual pigments and melanopsin. Journal of Neurochemistry 105: 883-890. 

寺北明久 2008.メラノプシン：無脊椎動物視物質との進化的関連 時間生物学会誌 14: 
21-28. 

小柳光正 2008. オプシンファミリーの分子進化と機能多様性 比較生理生化学 25: 
50-57. 

Horie T., Sakurai D., Ohtsuki H., Terakita A., Shichida Y., Usukura J., Kusakabe T. and 
Tsuda M. 2008. Pigmented and nonpigmented ocelli in the brain of the ascidian 
larva.  The Journal of Comparative Neurology 509: 88 – 102. 
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【学会発表】 
[分子研研究会 「拡がるロドプシンの仲間から“何がわかるか”“何をもたらすか”（岡

崎）2010 年 3 月] 
招待講演１件 

[International Symposium on Marine Genomics (那覇) 2009 年 12 月] 
一般講演（ポスター）1 件 

[第 47 回日本生物物理学会年会（徳島）2009 年 11 月] 
一般講演（ポスター）１件 

[第 34 回日本比較内分泌学会大会・日本比較生理生化学会第 31 回大会合同大会

（CompBiol2009）（豊中）2009 年 10 月] 
一般講演（ポスター）5 件 

[第 82 回日本生化学会大会（神戸）2009 年 10 月] 
招待講演１件 

[日本動物学会第 80 回大（静岡）2009 年 9 月] 
一般講演 5 件、招待講演１件  

[13th Congress of the European Society for Photobiology（Wroclaw,Porland）2009 年 9
月] 

一般講演（ポスター）1 件、招待講演 2 件 
[生理学研究所研究会「光を用いた神経活動の操作」（岡崎）2009 年 9 月] 

招待講演 1 件 
[第 11 回日本進化学会大会（札幌）2009 年 9 月] 

一般講演（ポスター）2 件 
[第 15 回日本光生物学協会年会（岡崎）2009 年 8 月] 

一般講演 1 件 
[FASEB SUMMER RESEARCH CONFERENCE 2009（Snowmass Village, USA）2009
年 6 月] 

一般講演（ポスター）2 件、招待講演 1 件 
[BMB2008（第 31 回日本分子生物学会年会・第 81 回日本生化学会大会 合同大会）（神

戸）2008 年 12 月] 
招待講演 1 件 

[第 46 回日本生物物理学会年会（福岡）2008 年 12 月] 
一般講演（ポスター）5 件 

[4th Asia and Oceania Conference on Photobiology (Varanasi, India) 2008 年 11 月] 
招待講演 2 件 

[日本動物学会第 79 回大会（福岡）2008 年 9 月] 
一般講演 8 件、招待講演 1 件 

[理研シンポジウム「細胞・発生研究への数理科学的アプローチ」先端研究から探るア

クションプラン（神戸）2008 年 9 月] 
招待講演１件 

[日本比較生理生化学会第 30 回大会（札幌）2008 年 7 月] 
一般講演 3 件 

[日本動物学会近畿支部講演会（京都）2008 年 5 月]  
一般講演１件 

[山田科学財団研究交歓会（神戸）2008 年 5 月] 
一般講演１件 
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植物機能生物学研究室 
 

 TEL 06-6605-2577（保尊） 
  06-6605-3150（若林・曽我） 
 FAX 06-6605-2577 
 E-mail 保尊 hoson@ 
  若林 wakaba@  
  曽我 soga@ 

【研究グループの概要】 
 植物が多彩な生命活動を円滑に行うためには、適切な形と大きさを持つ必要がある。

本研究グループでは、植物の形態形成並びに成長調節機構について解析している。これ

らの過程を最も直接的に担っているのは細胞壁である。細胞壁は、細胞膜の外に位置す

るが、多くの酵素が活動する活発な代謝の場であり、その性質をダイナミックに変化さ

せて様々な生命活動を調節している。細胞壁を構成する成分は遺伝情報に基づいて合成

される。しかし、植物の場合、遺伝的プログラムは周囲の環境によって強く修飾される。

これは、進化上、固着生活を選択した植物にとって宿命ともいえる特徴であり、植物は

動物以上に敏感で精密な環境応答機構を備えている。したがって、細胞壁の構造や代謝

も環境によって大きく変化し、それが生命活動に影響を与えることになる。植物は、光

や重力などの様々な環境シグナルを受容するが、受容されたシグナルが変換・伝達され

る過程には植物ホルモンと呼ばれる生理活性物質が関与している。植物ホルモンは、ま

た、発現した遺伝子が機能する際にも情報の伝達を担っている。以上のように、植物の

形態形成や成長調節、そしてその結果としての生命活動の調節機構は、次の一連の過程

にまとめられる。 
環境シグナル → 植物ホルモン → 遺伝子 → 植物ホルモン → 細胞壁 → 

 本研究グループでは、このような情報の流れに沿った植物機能の調節のしくみを、生

理学、生化学、分子生物学、形態学、レオロジーなど、様々な手法を柔軟に組み合わせ

て解析している。現在は、環境シグナルによる調節に特に焦点を当て、植物機能調節の

全体像の理解をめざした研究を行っている。宇宙実験による植物の重力反応の解析はそ

の一部である。 

 
【所属教員と各自のテーマ】 
教授 保尊隆享 
 植物の成長調節、形態形成、そして環境応答に最も直接的に関与する細胞壁の動態を、

構成多糖の代謝、それに対する植物ホルモン(オーキシンなど)の作用、代謝を担う細胞

壁酵素並びにそれらをコードする遺伝子の構造と機能、に焦点を当てて研究してきた。

さらに、遺伝的プログラムに強く影響する環境シグナルの中から重力に着目し、これが

どのような機構を通して細胞壁代謝を修飾し成長調節や形態形成を行うか、宇宙実験並

びに地上シミュレーション実験により研究している。2009 年度は、国際宇宙ステーシ

ョン Columbus 実験棟で実施した Resist Wall 宇宙実験で得られた試料を解析し、「抗重

力反応」のしくみを明らかにした。 
●担当授業：植物細胞生理学、専門生物学演習、生物学概論 B、生物の時間と人間の生

活、植物機能学特論 I、生体機能生物学演習 
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●その他の外部資金 
代表 Role of microtubule-membrane-cell wall continuum in gravity resistance in 
plants (宇宙航空研究開発機構、プロジェクト共同研究費(宇宙実験国際公募研究費) 
H21 年度)  
代表 植物の抗重力反応機構 －シグナル変換・伝達から応答まで(宇宙航空研究開

発機構、プロジェクト共同研究費(きぼう第 2 期利用実験研究費) H21 年度) 
代表 植物の抗重力反応解明 (宇宙航空研究開発機構、宇宙環境利用科学委員会研

究班 WG H21 年度)   
●社会貢献 

日本植物学会 評議員 
日本植物生理学会 評議員 
日本宇宙生物科学会 評議員 
京阪神地区植物細胞生理学談話会 世話人 
日本植物生理学会 HP「質問コーナー」 回答者 

 
准教授 若林和幸 
 高等植物の細胞壁の構造や機能に関する研究を行っている。植物細胞の成長や分化の

過程での細胞壁構成成分の組成や構造変化・代謝様式を調べて、形態形成における細胞

壁の役割についての解析をすすめている。現在は、フェノール化合物による細胞壁内の

架橋構造の形成に対する重力刺激の影響について調べている。 
●担当授業・実習：植物生理学、生命と進化、専門生物学実験B、生物学実験A (SA)、
実験で知る自然の世界、植物機能学特論II 
 
講師 曽我康一 
 重力や光などの環境要因や植物ホルモンが植物の成長や形態形成に及ぼす影響を解

析してきた。なかでも、重力刺激による成長調節には特に力を注いでいる。遠心過重力

環境下で植物を生育させると、重力の大きさの対数に応じて、伸長成長は抑制されるが、

肥大成長は促進される。この反応には特定の細胞壁多糖の代謝変化と表層微小管の配向

調節が関与していることを明らかにしてきた。2009 年度は、エチレンによる表層微小

管の配向調節に γ-チューブリン複合体を介した微小管の枝分かれとカタニンによる微

小管の切断が関与していることを明らかにした。 
●担当授業・実習：生物学実験 A (SA)、実験で知る自然の世界、専門生物学実験 B 
●科学研究費補助金 

代表 植物細胞における表層微小管の配向調節機構の解析 (若手研究(B) H20-21
年度) 

●社会貢献  
日本宇宙生物科学会 評議員 

 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 
 後期博士課程 1 名 
 前期博士課程 6 名 
 学部学生 1 名 
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【業績】 
Soga K., Yamaguchi A., Kotake T., Wakabayashi K. and Hoson T. 2010. 

1-Aminocyclopropane-1-carboxylic acid (ACC)-induced reorientation of cortical 
microtubules is accompanied by a transient increase in the transcript levels of 
γ-tubulin complex and katanin genes in azuki bean epicotyls. Journal of Plant 
Physiology (in press) 

Hoson T., Matsumoto S., Soga K. and Wakabayashi K. 2010. Cortical microtubules are 
responsible for gravity resistance in plants. Plant Signaling and Behavior (in press) 

Matsumoto S., Kumasaki S., Soga K., Wakabayashi K., Hashimoto T. and Hoson T. 2010. 
Gravity-induced modifications to development in hypocotyls of Arabidopsis 
tubulin mutants. Plant Physiology 152: 918-926. 

Arai K., Wakabayashi K., Soga K. and Hoson T. 2010. Fucosylated high molecular mass 
but not non-fucosylated low molecular mass xyloglucans undergo an extensive 
depolymerization in cell walls of azuki bean epicotyls. Journal of Plant Physiology 
167: 800-804. 

Hoson T. 2010. Cellulose as the anti-gravitational polysaccharide. In Cellulose: 
Structure and Properties, Derivatives and Industrial Uses, Edited by Lejeune A. 
and Deprez T., Nova Science Publishers, New York. 

保尊隆享 2010. きぼう、新しい宇宙時代の幕開け－特集によせて． 生物工学 88: 270. 
神阪盛一郎、唐原一郎、笠原宏一、山田晃弘、矢野幸子、谷垣文章、笠原春夫、枡田大

輔、嶋津徹、福井啓二、西谷和彦、保尊隆享 2010. 国際宇宙ステーションでの Space 
Seed 実験． 生物工学 88: 288-291. 

保尊隆享、曽我康一、若林和幸 2010. 国際宇宙ステーション実験による植物の抗重力

反応機構の解明． 生物工学 88: 292-295. 
Wakabayashi K., Nakano S., Soga K. and Hoson T. 2009. Cell wall-bound peroxidase 

activity and lignin formation in azuki bean epicotyls grown under hypergravity 
conditions. Journal of Plant Physiology 166: 947-954. 

Ooume K., Inoue Y., Soga K., Wakabayashi K., Fujii S., Yamamoto R. and Hoson T. 2009. 
Cellular basis of growth suppression by submergence in azuki bean epicotyls. 
Annals of Botany 103: 325-332. 

Soga K., Kotake T., Wakabayashi K., Kamisaka S. and Hoson T. 2009. The transcript 
level of katanin gene is increased transiently in response to changes in 
gravitational conditions in azuki bean epicotyls. Biological Sciences in Space 23: 
23-28. 

Hoson T., Matsumoto S., Soga K., Wakabayashi K., Hashimoto T., Sonobe S., Muranaka 
T., Kamisaka S., Kamada M., Omori K., Ishioka N. and Shimazu T. 2009. Growth 
and cell wall properties in hypocotyls of Arabidopsis tua6 mutant under 
microgravity conditions in space. Biological Sciences in Space 23: 71-76. 

Hoson T. and Fujii N. 2009. Preface: Gravity responses and the cell wall in plants. 
Biological Sciences in Space 23: 113. 

Kamada M., Omori K., Yokoyama R., Nishitani K., Hoson T., Shimazu T. and Ishioka N. 
2009. Preparation and outline of space-based studies on gravity responses and cell 
wall formation in plants. Biological Sciences in Space 23: 115-120. 

Hoson T., Soga K. and Wakabayashi K. 2009. Role of the cell wall-sustaining system in 
gravity resistance in plants. Biological Sciences in Space 23: 131-136. 
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Wakabayashi K., Soga K. and Hoson T. 2009. Modification of cell wall architecture in 
gramineous plants under altered gravity conditions. Biological Sciences in Space 
23: 137-142. 

Kotake T., Hirata N., Kitazawa K., Soga K. and Tsumuraya Y. 2009. 
Arabinogalactan-proteins in the evolution of gravity resistance in land plants. 
Biological Sciences in Space 23: 143-149. 

Kamada M., Omori K., Nishitani K., Hoson T., Takeoka H., Shimazu T., Yoda S. and 
Ishioka N. 2009. Germination and growth test in four strains of Arabidopsis thaliana 
in the reference model of European Modular Cultivation System. Journal of the 
Japan Society of Microgravity Application 26: 249-254. 

Soga K., Kotake T., Wakabayashi K., Kamisaka S. and Hoson T. 2008. Transient increase 
in the transcript levels of γ-tubulin complex genes during reorientation of cortical 
microtubules by gravity in azuki bean (Vigna angularis) epicotyls. Journal of Plant 
Research 121: 493-498. 

Kimpara T., Aohara T., Soga K., Wakabayashi K., Hoson T., Tsumuraya Y. and Kotake T. 
2008. ß-1,3:1,4-Glucan synthase activity in rice seedlings under water. Annals of 
Botany 102: 221-226 

Ikushima T., Soga K., Hoson T. and Shimmen T. 2008. Role of xyloglucan in gravitropic 
bending of azuki bean epicotyl. Physiologia Plantarum 132: 552-565. 

 
 
【学会発表】 
[38th Committee on Space Research Scientific Assembly (Bremen) July 2010] 
 一般講演 1 件、招待講演 2 件 
[第 51 回日本植物生理学会年会 熊本 2010 年 3 月] 
 一般講演 1 件 
[第 26 回宇宙利用シンポジウム (相模原) 2010 年 1 月] 
 一般講演 4 件 
日本宇宙生物科学会第 23 回大会 (つくば) 2009 年 10 月] 
 一般講演 5 件 
[日本植物学会第 73 回大会 (山形) 2009 年 9 月] 
 一般講演 1 件 
[第 49 回生命科学夏の学校 (神戸) 2009 年 8 月] 
 招待講演 1 件 
[第 50 回日本植物生理学会年会 (名古屋) 2009 年 3 月] 
 一般講演 2 件 
[第 25 回宇宙利用シンポジウム (東京) 2009 年 1 月] 
 一般講演 4 件、招待講演 1 件 
[日本植物学会近畿支部 2008 年度大会 (神戸) 2008 年 12 月] 
 一般講演 1 件 
[日本宇宙生物科学会第 22 回大会 (奈良) 2008 年 9 月] 

一般講演 2 件、招待講演 1 件 
[日本植物学会第 72 回大会 (高知) 2008 年 9 月] 
 一般講演 3 件、招待講演 1 件 
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[37th Committee on Space Research Scientific Assembly (Montreal) July 2008] 
 一般講演 4 件、招待講演 1 件 
[4th International Symposium on Plant Neurobiology (Fukuoka) June 2008] 
 一般講演 1 件 
[10th ESA Life Sciences Symposium 'Life in Space for Life on Earth' (Angers) June 2008] 
 一般講演 1 件 
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動物機能生物学研究室  
TEL 06-6605-3159（池西） 

06-6605-2578（小宮） 
06-6605-3159（水野） 

FAX 06-6605-3161 
E-mail  池西 ikenishi@ 

小宮 tkom@ 
水野 mizu@ 

 
【研究室の概要】 
 発生学の中心命題は、「多細胞生物は 1 個の卵からどのような経過をたどって、構造

的にも、機能的にも高度に組織化された体を完成させるのか？」、そこに「分子や細胞

間の相互作用がどのように介在しているのか？」、そしてそれらは「多くの生物種での

共通原理か？」を解きあかすことにある。これらの問題の中心的な一分野である多細胞

動物の生殖細胞形成機構の研究で長い歴史を持つ当研究室では、これらの問題を引き続

き追求すると同時に、さらに視野を広げ、個体発生における細胞分化や形態形成の現象

を、分子レベルおよび細胞レベルで、生物の多様性と普遍性という視点をもって、解析

している。 
 
【所属教員】 
教授 池西厚之   
 (1) 紫外線照射による始原生殖細胞の減少が、予定始原生殖細胞の体細胞への転換で

はなくて紫外線損傷による細胞死によることが TUNEL 染色とアポトーシスを検出す

る anti-active caspase3 抗体により明らかになった。(2) マウス等の哺乳類の生殖巣の生

殖細胞に見られるようなドラスティックなアポトーシスが、生殖細胞特異的な抗体とア

ポトーシスを検出する anti-active caspase 3抗体を用いたwhole-mountの免疫蛍光二重

染色法によりアフリカツメガエルの生殖巣内の生殖細胞の一部でも観察された。（3）ア

フリカツメガエルの原腸陥入不全突然変異胚に欠損する酸性の 38kDa タンパク質がタ

ンパク合成に不可欠な EF1δ2 であることを mass spectrometry で明らかにし報告した。

これら生殖細胞形成機構の研究の進展を最終講義で紹介した。 
●担当授業：発生生物学 I、生物学への招待、動物機能学特論 I 
 
准教授 小宮 透 
 アフリカツメガエル・ショウジョウバエ・線虫などの生殖細胞の決定は、ほ乳類など

の誘導による機構とは異なり、卵に存在する母性の生殖細胞決定因子を受け継いだ割球

が生殖細胞へと分化するという、決定因子の非対称的な分配メカニズムを採用している。

遺伝子の発現を網羅的に解析するために本研究者によって独自に開発された

Large-scale in situ hybridization 法を用いてアフリカツメガエルの生殖細胞決定因子 
(germ plasm) に局在する mRNA の同定を進め、XGRIP2 遺伝子を見いだした。XGRIP2
の mRNA は生殖質に局在し移動中の始原生殖細胞で発現するが移動の停止とともに発

現も停止する。ノックダウン実験によりこの遺伝子の機能は生殖細胞の増殖・分化・移

動に関わることが明らかとなったが、さらなる機能解析とともに、現在この RNA の決

定因子への局在化および体細胞での分解と miRNA の関連についての解析を行ってい

る。2009 年には機能解析のための効率良いマイクロインジェクション法と生殖細胞の

可視化の方法を報告し、さらにこの方法を用いて生殖細胞の移動にはケモカインのシグ

ナリングが重要な働きをしていることを明らかにした。 
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●担当授業・実習：分子発生生物学、動物機能学特論 II、現代科学と人間、臨海実習、

専門生物学実験 B、専門生物学演習、特別研究 
●社会貢献：大阪市大模擬授業講師（２件）、出張授業（大阪市立高校）、大阪住吉高校

SSH 運営指導委員会委員 
 
講師 水野寿朗   
魚類胚の形態形成に対する卵黄細胞の役割を解析している。ゼブラフィッシュ胚の胞

胚期の卵黄細胞の一部除去によりもたらされる胴尾部の形成の異常、および卵割期にお

ける卵黄細胞の除去により得られる背腹軸の形成不全を対象とし、これらの原腸胚期以

後の形態形成過程と正常胚との形態学的な相違について比較検討を行っている。 
 
●担当授業・実習：生物学概論、生物学概論 II、発生生物学 II、生物学実験 A、生物学

実験 B、専門生物学実験 B、実験で知る自然環境と人間、臨海実習 
●社会貢献：大阪府立住吉高等学校 SSH アドバイザー 
 
  
【所属研究員・大学院生・学生】 

研究員     1 名 
前期博士課程   2 名  
学部 4 回生    3 名 

 
 
【業績】 

Tanaka, T., Nishiumi, F., Komiya, T. and Ikenishi, K. Characterization of the 38-kDa 
protein lacking in the gastrula-arrested mutant Xenopus embryos. International 
Journal of Developmental Biology, in printing. 

Takeuchi, T., Tanigawa, Y., Minamide, R., Ikenishi, K. and Komiya, T. 2010. Analysis 
of SDF-1/CXCR4 signaling in primordial germ cell migration and survival or 
differentiation in Xenopus laevis. Mechanism of Development, 127, 146-158. 

Tanigawa, Y., Ikenishi, K. and Komiya, T. 2009. A novel method for microinjection 
into Xenopus eggs and embryos supported in methylcellulose solution. 
International Journal of Developmental Biology 53, 1053-1056. 

 
【学会発表】 
[日本分子生物学会第 32 回大会 （横浜）2009 年 12 月] 
  一般講演 2 件 
[日本分子生物学会第 31 回大会 （神戸）2008 年 12 月] 
  一般講演 3 件 
[日本発生生物学会第 41 回大会（徳島)2008 年 5 月] 

一般講演 1 件 
[第 41 回日本魚類学会年会（松山）2008 年 5 月] 
  一般講演 1 件 
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細胞機能学研究室 
 

 TEL 06-6605-3157（宮田）  
  06-6605-3156（中村） 
 FAX 06-6605-3158 
 E-mail 宮田 miyata@ 
  中村 taronaka@ 

 
【研究室の概要】 
本研究室では、これまでに誰も手がけたことのない微生物が起こす不思議な生命現象

を、原子あるいは分子レベルで明らかにするために、生物物理学、生化学、細胞生物学、

分子生物学などの手法を駆使して研究を進めている。病原性のバクテリアであるマイコ

プラズマの滑走運動と真核生物である分裂酵母の胞子形成を研究しているグループが

あり、相互に有機的に連携しながら活発な研究・教育活動を展開している。 
 
【所属教員】 
教授 宮田真人 
病原性のバクテリアであるマイコプラズマは、ガラスなど固形物の表面にはりつき滑

るように動く“滑走運動”を行う。これまでに、この運動の分子メカニズムが既知のどん

な生体運動とも本質的に異なっていることを明らかにしてきた。2009 年度には、滑走

装置とその各部品の構造を明らかにする研究と、分子の実際の動きをとらえるための研

究を行い、新規のタンパク質の分子構造を発見し、滑走の“あし”の動きを直接捉えるこ

とに成功した。得られた研究結果は学術論文などとして発表され、発表論文に関連する

図が、バクテリアの権威である科学雑誌、「Journal of Bacteriology」の表紙に採用さ

れた。 
 担当授業･実習 

生物理学、生物学概論２、現代科学と人間、専門生物学実験 A、特別研究、細胞機

能学特論Ⅱ、前期特別研究、後期特別研究 
 科学研究費補助金 

代表 マイコプラズマ滑走運動の分子メカニズム(基盤研究 A H18-20 年度･繰越) 
代表 マイコプラズマ滑走運動の分子メカニズム(基盤研究 A H21-23 年度) 
代表 マイコプラズマ滑走運動の再構成(特定領域研究 H20-21 年度) 
代表 マイコプラズマ滑走の足の動きの検出(特定領域研究 H21-22 年度) 
分担 ゲノム情報に基づく M.pneumoniae の細胞構造の理解と病原性の解明(特定領

域研究 H20-21 年度) 
 社会貢献 

日本マイコプラズマ学会副理事長 
日本細菌学会評議員 

 
准教授 中村太郎  

分裂酵母を用いて第二減数分裂から胞子形成過程の分子メカニズムの解明を目指し

ている。胞子形成は母細胞の細胞質に新たに細胞膜が形成される現象であるが、この「細

胞膜新生」にいかなるタンパク質が関わるか、分子遺伝学的、分子細胞生物学的手法に

より解析している。また、文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクトを推進し

ている。その中で分裂酵母の完全長 cDNA ライブラリーを構築し、その解析から分裂

酵母のトランスクリプトームの解明を目指している。 
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 担当授業･実習 
分子細胞生物学、生物学概論 D、生物学実験 B、専門生物学実験 A、特別研究、細

胞機能学特論Ｉ、前期特別研究 
 その他の研究費 

代表 文部科学省バイオリソースプロジェクト 
代表 胞子形成時におけるスピンドル極体構造変換の分子メカニズム(旭硝子財団 

H20-21 年度） 
代表 減数分裂時に起動するエンドサイトーシスの分子メカニズム基盤研究 C 

H21-23 年度) 
 
 
【所属研究員･大学院生･学生】 

後期博士課程 2 名  
前期博士課程 8 名  
学部学生 4 名  
 
 

【業績】 
Lesoil C. Nonaka T. Sekiguchi H. Osada T. Miyata M. Afrin R. and Ikai A. 2010. 

Molecular shape and binding force of Mycoplasma mobile's leg protein Gli349 
revealed by an AFM study. Biochemical and Biophysical Research 
Communications 391: 1312-1317. 

Nonaka T. Adan-Kubo J. and Miyata M. 2010. Triskelion structure of Gli521 protein 
involved in gliding mechanism of Mycoplasma mobile. Journal of Bacteriology 192: 
636-642 (selected for cover illustration). 

Nakase M. Tani M. Morita T. Kitamoto H.K. Kashiwazaki J. Nakamura T. Hosomi A. 
Tanaka N. and Takegawa K. 2010. Mannosylinositol phosphorylceramide is a 
major sphingolipid component and is required for proper localization of 
plasma-membrane proteins in Schizosaccharomyces pombe. Journal of Cell Science 
123: 1578-1587. 

Onishi M. Koga T. Hirata A. Nakamura T. Asakawa H. Shimoda C. Bähler J. Wu J.Q. 
Takegawa K. Tachikawa H. Pringle J.R. and Fukui Y. 2010. Role of septins in the 
orientation of forespore membrane extension during sporulation in fission yeast. 
Molecular and Cellular Biology 8 : 2057-2074. 

Chen J. Neu J. Miyata M. and Oster G. 2009. Motor-substrate interactions in Mycoplasma. 
Motility explains non-Arrhenius temperature dependence. Biophysical Journal 
97: 2930-2938. 

Uenoyama A. Seto S. Nakane D. and Miyata M. 2009. Regions on Gli349 and Gli521 
protein molecules directly involved in movements of Mycoplasma mobile gliding 
machinery suggested by inhibitory antibodies and mutants. Journal of 
Bacteriology 191: 1982-1985. 

Nakane D. and Miyata M. 2009. Cytoskeletal asymmetrical-dumbbell structure of a 
gliding mycoplasma, Mycoplasma gallisepticum, revealed by negative-staining 
electron microscopy. Journal of Bacteriology 191: 3256-3264. 
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Kashiwazaki J. Iwaki T. Takegawa K. Shimoda C. and Nakamura T. 2009. Two fission 
yeast Rab7 homologs, Ypt7 and Ypt71, play antagonistic roles in the regulation of 
vacuolar morphology. Traffic. 10: 912-924. 

Maeda Y. Kashiwazaki J. Shimoda C. and Nakamura T. 2009. The Schizosaccharomyces 
pombe syntaxin 1 homolog, Psy1, is essential in the development of the forespore 
membrane. Bioscience Biotechnology and Biochemistry 73: 339-345. 

Nakamura T. Asakawa H. Nakase Y. Kashiwazaki J. Hiraoka Y. and Shimoda C. 2008. 
Live observation of forespore membrane formation in fission yeast. Molecular 
Biology of the Cell 19: 3544-3553. 

Nakase Y. Nakamura-Kubo M. Ye Y. Hirata A. Shimoda C. and Nakamura T. 2008. 
Meiotic spindle pole bodies acquire the ability to assemble the spore plasma 
membrane by sequential recruitment of sporulation-specific components in 
fission yeast. Molecular Biology of the Cell 19: 2476-2487. 

Miyata M. 2010. Unique centipede mechanism of Mycoplasma gliding. Annual Review 
of Microbiology 64: 印刷中. 

Miyata M. 2008. Centipede and inchworm models to explain Mycoplasma gliding. 
Trends in Microbiology 16: 6-12.  

Mukaiyama H. Nakase M. Nakamura T. Kakinuma Y. and Takegawa K. 2010. 
Autophagy in the fission yeast Schizosaccharomyces pombe. FEBS Letters 
584:1327-1334. 

宮田真人. 2010. 病原細菌, マイコプラズマのユニークな滑走運動. 化学と生物 48: 
176-181 (表紙の図に採用). 
宮田真人 中根大介 2010. 病原細菌, マイコプラズマのユニークな滑走運動を支える細

胞骨格. 生物の科学 遺伝 2010.3 月号: 47-51. 
宮田真人. 2009. マイコプラズマ滑走運動の分子メカニズム. IFO RESEARCH 

COMMUNICATIONS 23: 131-138. 
宮田真人. 実験室の厄介者, 2009. マイコプラズマのひみつ－モータータンパク質も細

胞骨格も使わない細胞運動－. 生化学 81: 31-34. 
宮田真人 中根大介 2009. Mycoplasma pneumoniae の滑走運動. 生体の科学 60: 98-102.  
中村太郎 2009. GeneDB, SGD ～究極のモデル真核生物「酵母」を支えるデータベース. 

細胞工学 別冊 バイオリソース＆データベース活用術: 132-135 
宮田真人 2008. 滑走する病原細菌、マイコプラズマの細胞骨格 －チューブリンでもア

クチンでもない－. 蛋白質核酸酵素(PNE) 53: 1752-1758. (表紙の図に採用).  
宮田真人 2008. うごめくバイ菌，マイコプラズマのユニークな運動メカニズム. 現代化

学 2008.5 月: 27-32. (表紙の図に採用). 
中村太郎 2008. NBRP(ナショナルバイオリソースプロジェクト)紹介 酵母―究極のモ

デル生物―. ビオフィリア 14 夏: 65-67. 
中村太郎 2008. 完全長 cDNA の大規模解析とバイオリソースとしての利用. 化学と生

物 46: 814-817 
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【学会発表】 
[the 18th International Congress of International Organization for Mycoplasmology 

(IOM)（Chianciano Term）2010 年 7 月] 
一般講演 6 件  

[第 19 回 酵母合同シンポジウム（東京）2010 年 6 月]  
 招待講演 1 件 
[日本マイコプラズマ学会 第 37 回学術集会（東京）2010 年 6 月] 

一般講演 6 件 
[第 62 回 日本細胞生物学会（大阪）2010 年 5 月] 
 一般講演 3 件 
[第 83 回 日本細菌学会総会（横浜）2010 年 3 月] 

招待講演 1 件、一般講演 4 件 
[日本物理学会 第 65 回年次大会（岡山）2010 年 3 月] 

招待講演 1 件 
[特定領域研究「バイオ操作」 第 8 回公開シンポジウム（福岡）2010 年 3 月] 

一般講演 1 件 
[2010 年生体運動研究合同班会議（東京）2010 年 1 月]  

一般講演 1 件 
[第 55 回 生命機能研究科研究交流会（大阪）2009 年 12 月] 

招待講演 1 件 
[第 32 回 日本分子生物学会（横浜）2009 年 12 月] 
 一般講演 3 件 
[第 4 回 人工筋肉コンファレンス－生体模倣、人工筋肉とナノバイオに関する第 5 回 国

際会議（大阪）2009 年 11 月] 
招待講演 1 件 

[Fifth International Fission Yeast Meeting（東京）2009 年 10 月] 
    一般講演 6 件、招待講演 1 件 
[バイオリソースシンポジウム「KYOTO BRAND 高品質遺伝資源の開発」（京都)2009 年

10 月] 
    招待講演 1 件 
[第 81 回 日本遺伝学会（松本）2009 年 9 月] 

一般講演 1 件 
[日本生物物理学会 第 476 回年会（徳島）2009 年 10 月] 

一般講演 3 件 
[第 42 回 酵母遺伝学フォーラム（筑波）2009 年 7 月] 
 一般講演 6 件 
[第 16 回日本微生物資源学会（大阪）2009 年 6 月] 
    招待講演 1 件 
[日本マイコプラズマ学会 第 36 回学術集会（札幌）2009 年 6 月] 

一般講演 4 件 
[財団法人発酵研究所第 3 回助成研究報告会（大阪）2009 年 6 月] 

招待講演 1 件 
[日本農芸化学会 2009 年度大会（福岡）2009 年 3 月] 

一般講演 3 件 
[第 82 回 日本細菌学会総会（名古屋）2009 年 3 月] 
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一般講演 2 件、招待講演 1 件 
[科学研究補助金「特定領域研究」マルチスケール操作によるシステム工学(バイオ操作）

第７回公開シンポジウム（仙台）2009 年 3 月] 
一般講演 1 件 

[BLASTX (Bacterial Locomotion and Singnal Transduction)（Cuernavaca Mexico）2009
年 1 月] 

一般講演 3 件 
[2009 年生体運動研究合同班会議（仙台）2009 年 1 月]  

一般講演 1 件 
[日本生物物理学会 第 46 回年会（福岡）2008 年 12 月] 

一般講演 4 件 
[第 31 回日本分子生物学会年会・第 81 回日本生化学会大会 合同大会（神戸）2008 年

12 月] 
 招待講演 1 件、一般講演 2 件 
[認定ＮＰＯ法人 第 5 回 可視技術ワークショップ ｢バイオイメージングテクノロジ

ーを用いた微生物多様性へのアプローチ」（東京）2008 年 11 月] 
招待講演 1 件 

[第 41 回 酵母遺伝学フォーラム（札幌）2008 年 9 月] 
 一般講演 3 件 
[the 17th International Congress of International Organization for Mycoplasmology 

(IOM)（天津）2008 年 7 月] 
一般講演 4 件 

[2008 年度 特定領域｢バイオ操作」第 6 回公開シンポジウム、第 6 回全体会議（京都）

2008 年 6 月] 
一般講演 3 件 

[The 108th general meeting of American Society for Microbiology. (Boston, USA) 2008
年 6 月] 

一般講演 1 件、招待講演 1 件 
[第 60 回 日本細胞生物学会（横浜）2008 年 6 月] 
 一般講演 3 件 
[第 18 回 酵母合同シンポジウム（神戸）2008 年 6 月]  
 招待講演 1 件 
[第 35 回 日本マイコプラズマ学会（東京）2008 年 5 月] 

一般講演 4 件 
[第 64 回 日本顕微鏡学会（京都）2008 年 5 月] 

招待講演 1 件 
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植物機能生態学研究室 
 

TEL  06-6605-2582（山倉） 
  06-6605-3166（伊東）  
  06-6605-3165（名波） 

FAX       06-6605-3167 
E-mail   山倉 yamakura@ 
 伊東 itoha@ 

       名波 snanami@ 
 
【研究グループの概要】 
 1950年代の実験個体群を使った植物成長についての理論的研究と 1960年代から 1970
年代にかけて行った森林生態系の物質生産と物質循環の研究を基盤として、1980 年代

以降、おもに森林生態学の分野で先端的な研究を進めてきた。現在、マレーシア・サラ

ワク州のランビル国立公園の熱帯低地フタバガキ林、タイ・ドイインタノン国立公園の

熱帯山地シイ・カシ林、奈良県春日山の暖温帯シイ・カシ林、3 ヶ所に大面積長期生態

観察調査区を設置して、森林群集の長期モニタリングを継続している。また、タイ北部

の熱帯季節林および熱帯山地マツ林、奈良県御蓋山のナギ林にも調査区を設け、生物多

様性の解明と、群集内でのニッチ分割や、群集動態、森林植物の繁殖生態の研究を行っ

ている。さらに、アレロケミクスの森林群集内での動態や、分子遺伝学的手法をもちい

た個体群内での遺伝的多様性や、遺伝子マーカーをもちいた繁殖過程の研究などを、他

分野の研究者と共同して推進している。 
 
【所属教員】 
教授 山倉拓夫 
個体群や群集内での個体のサイズ分布と階層構造を定量的に記述する手法を開発し、

サイズ分布と階層構造が植物個体の成長を規定していくプロセスについて研究を行っ

てきた。1990 年からは、マレーシア、ランビル国立公園の低地熱帯多雨林に設置した

大面積長期観察区での研究を、主導的立場にたって推進している。ここでは、地形によ

る森林群集の構造の変化を解析し、さらに、主要な構成種の間にみられるニッチ分割や、

開花フェノロジーの調査を通じて、複雑な群集組成の成立ちを解明しつつある。また、

多雨林構成種の光強度に対する成長反応や、光合成特性の調査を通じて、生物機能の多

様性についての研究も進めている。化学物質を介した生物間相互作用をになうアレロケ

ミクスの森林内での動態について研究をすすめ、化学生態学の研究に新しい局面を開い

た。 
2009 年度には環境省地球環境総合研究推進費「熱帯林の減少に伴う森林劣化の評価

手法の確立と多様性維持」のもと、マレーシア，サラワク州の原生林と劣化が進んだ択

伐残存林において，フダバガキ科樹種の繁殖生態の調査を進めた．2009 年には，フタ

バガキ樹種の繁殖は大規模な一斉開花が起こり，サラワク州の共同研究機関とともに，

フタバガキ科樹種の遺伝子流動や近交弱勢の評価のための種子・実生のサンプルの採取

に成功した．また，フタバガキ科樹種をはじめとする風散布種子の落下時間と散布距離

との関係に関するデータを得た． 
●担当授業・実習 
機能生態学、植物生態学、野外実習 A、野外実習 B、生物学概論 A 
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●その他の外部資金 
分担 環境省地球環境総合研究推進費「熱帯林の減少に伴う森林劣化の評価手法の確

立と多様性維持」（H21-23 年度） 
●社会貢献 
 奈良県文化財保護審議会委員 

紀伊山地カモシカ保護地域特別調査指導委員会 
 
准教授 伊東 明 

森林群集における樹木種の更新過程と共存機構の研究、とくに熱帯雨林における多種

共存の動的メカニズムを解明するための研究を実施している。近年は、熱帯雨林におけ

る同種密度と立地条件が樹木の種多様性維持に果たす役割の解明を進めている。2009
年には、ハビタット、同種密度、病気・被食の 3 者が実生の死亡と成長に与える影響を

評価するための野外実験をマレーシア、サラワク州の熱帯雨林に設置されている大面積

調査区（52 ha)で開始した。また、外来植物の分布拡大メカニズムの解明のため、2003
年から雑種タンポポの分布調査を続けている。2009 年には、近畿、中国、四国、九州

北部の環境関連市民団体、大学、博物館の研究者が協働して行う「タンポポ調査・西日

本 2010」の大阪府実行委員会の副委員長として予備調査を実施し、特に雑種解析を担

当した。予備調査から、カンサイタンポポの分布が瀬戸内海東部沿岸部に限定されるこ

と、雑種タンポポの分布域が、在来 2 倍体タンポポの非分布域にも拡大していることが

明らかになった。 
●担当授業・実習 
専門生物学実験 A、野外実習 A、野外実習 B、生物学概論 A、生物学実験 A、実験で

知る自然の世界、21 世紀の植物科学と食料・環境問題、機能生態学 
●科学研究費 

代表 市民との協働調査による西日本の雑種タンポポの現状と変遷の研究（基盤研究

C H21-23 年度） 
代表 ハビタット分化と密度依存的死亡の相互作用が熱帯林の樹木多様性に果たす

役割（基盤研究 B H20-23 年度） 
分担 カエデ属樹木の性転換が森林更新に与える影響（基盤研究 C H20-24 年度） 

●その他の外部資金 
分担 環境省地球環境総合研究推進費「熱帯林の減少に伴う森林劣化の評価手法の確

立と多様性維持」（H21-23 年度） 
分担 都市と森の共生をめざして―大学附属の森の植物園からの提言（日本生命財団

研究助成 H21-23 年度） 
分担 都市環境の再生に向けた戦略的新展開（大阪市立大学重点研究 H20-24 年度） 

●社会貢献 
市大理科セミナー実験担当 
「タンポポ調査・西日本 2010」大阪実行委員会副委員長 

 
講師 名波 哲 
森林群集における植物の種多様性維持機構を説明するため、植物個体間の相互作用に

注目している。固着性生物である植物においては、群集の空間構造を考慮することが重

要であると考え、空間構造の形成過程に関わる植物の生活史特性、特に繁殖特性、なら

びに形成された空間構造が逆に生活史特性に及ぼす効果について研究を進めている。奈

良市御蓋山および春日山を主なフィールドとし、研究事例の少ない雌雄異株植物を対象

にしてきた。また森林保全の立場から森林内に侵入しつつある外来植物の個体群動態の
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研究も進めており、実証的かつ理論的に森林保全についての提言を行うことを目指して

いる。マレーシアボルネオ島の熱帯多雨林においては、樹木の極めて高い種多様性の創

出と維持のメカニズムの迫るため、花粉媒介による遺伝子流動の範囲の違いに依存して、

個体群内の遺伝的分集団化の程度が異なる、という仮説のもと、花粉媒介様式の異なる

フタバガキ科樹種の比較研究を進めている。 
2009 年度には環境省地球環境総合研究推進費「熱帯林の減少に伴う森林劣化の評価

手法の確立と多様性維持」のもと、マレーシア，サラワク州の原生林と劣化が進んだ択

伐残存林において，フダバガキ科樹種の繁殖生態の調査を進めた．2009 年は，12 年ぶ

りの一斉開花が起こった．観察対象とした 14種 2亜種のフタバガキ科樹種個体群では，

種間のばらつきはあるものの，70%～100%の個体が繁殖に参加した．フタバガキ樹種

の繁殖は大規模な一斉開花であった．サラワク州の共同研究機関とともに，フタバガキ

科樹種の遺伝子流動や近交弱勢の評価のための種子・実生のサンプルの採取に成功した．

国内では、奈良県春日山において、性転換することで知られる樹木ウリハダカエデの繁

殖を調査した。2009 年には、繁殖個体集団の性比はオスに偏ること、少数ながら両性

個体が存在することが分かった。 
●担当授業・実習 
数理生物学、専門生物学実験、野外実習 A、野外実習 B、生物学概論 D、生物学実験

A、実験で知る自然の世界 
●科学研究費 
代表 カエデ属樹木の性転換が森林更新に与える影響（基盤研究 C H20-24 年度） 
分担 市民調査との協働による西日本雑種タンポポの現状と変遷の研究（基盤研究 C 

H21-23 年度） 
分担 照葉樹林の植生動態に対するシカと外来植物の影響と生物多様性保全に関す

る研究（基盤研究 C H19-21 年度） 
分担 ハビタット分化と密度依存的死亡の相互作用が熱帯林の樹木多様性に果たす

役割（基盤研究 B H20-23 年度） 
●その他の外部資金 

分担 環境省地球環境総合研究推進費「熱帯林の減少に伴う森林劣化の評価手法の確

立と多様性維持」（H21-23 年度） 
●社会貢献 

市大理科セミナー実験担当 
  かたの環境講座講師 
 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 

研究生 1 名 
後期博士課程 3 名 
前期博士課程 5 名 

 
 



 - 34 - 

【業績】 
Itoh A., Ohkubo T., Nanami S., Tan S. & Yamakura T. 2010. Comparison of statistical 

tests for habitat associations in tropical forests. Forest Ecology and Management 
259: 323–332. 

Zuidema PA, Yamada T, During HJ, Itoh A, Yamakura T, Ohkubo T, Kanzaki M, Tan S 
and Ashton PS. 2010. Recruitment subsidies support tree subpopulations in 
non-preferred tropical forest habitats. Journal of Ecology 98: 636–644. 

Tobita H., Hasegawa S., Tian X., Nanami S. & Takeda H. 2010. Spatial distribution and 
biomass of root nodules in a naturally regenerated stand of Alnus hirsuta (Turcz.) var. 
sibirica. Symbiosis 50: 77–86. 

石原正恵・石田健・井田秀行・伊東明・榎木勉・大久保達弘・金子隆之・金子信博・倉

本惠生・酒井武・齋藤哲・崎尾均・嵜元道徳・芝野博文・杉田久志・鈴木三男・高

木正博・高嶋敦史・武生雅明・田代直明・田中信行・徳地直子・並川寛司・新山馨・

西村尚之・野口麻穂子・野宮治人・日浦勉・藤原章雄・星野大介・本間航介・蒔田

明史・正木隆・吉岡崇仁・吉田俊也. 2010. モニタリングサイト 1000 森林・草原調

査コアサイト・準コアサイトの毎木調査データの概要. 日本生態学会誌 60: 111-123. 
Tan. S., Yamakura, T., Tani, M., Palmiotto, P., Mamit, J.D., Chin, S.P., 

Davies, S., Ashton, P.S., Baillie, I. 2009. Review of soils on the 52 ha long term 
ecological research plot in Mixed Dipterocarp forest at Lambir, Sarawak, Malaysian 
Borneo. Tropics 18: 62-86. 

Yamakura T., Satoh H., Kanzaki M., Itoh A., Nanami S., Hirayama D., Yoneda T., 
Hozumi K. & Kira T. 2009. Hidden implications of dendrographic records of tropical 
trees observed by Dr. Kyoji Yoda. Tropics 18: 127–141. 

Sungpalee W., Itoh A., Kanzaki M., Sri-ngernyuang K., Noguchi H., Mizuno T., 
Teejuntuk S., Hara M., Chai-udom K., Ohkubo T., Sahunalu P., Dhanmmanonda P., 
Nanami S., Yamakura T. & Sorn-ngai A. 2009. Intra- and interspecific variation in 
wood density and fine-scale spatial distribution of stand-level wood density in a 
northern Thai tropical montane forest. Journal of Tropical Ecology 25: 359–370.  

市栄智明・市岡孝朗・伊東明． 2009. 野外研究サイトから（12）ランビル・ヒルズ国

立公園．日本生態学会誌 59: 227-232. 
Hirayama, D., Nanami, S., Itoh, A. and Yamakura, T. 2008. Individual resource 

allocation to vegetative growth and reproduction in subgenus Cyclobalanopsis 
(Quercus, Fagaceae) trees. Ecological Research 23: 451-458. 

山倉拓夫. 2008. 湿度指数, 温量指数, 熱帯雨林, マングローブ.「環境辞典」旬報社, 東
京. 

伊東明・大久保達弘・山倉拓夫. 2008. 大面積調査区で見るボルネオの熱帯雨林．「熱帯

雨林研究ノート」（中静透編）, pp. 29-54. 東海大学出版会. 
Yamakura, T., Hosomi, A. and Hirayama, D. 2008. Effect of tree spacing on vagetative 

growth and reproduction in an early growth stage in two cultivars of Ficus carica L. 
Journal of the Japanese Society for Horticultural Science 77: 7-16. 

Yamakura, T., Hosomi, A. and Hirayama, D. 2008. Analysis of aboveground vegetative 
growth by using the logistic theory of the density effect in young monocultures of 
Ficus carica L. Journal of the Japanese Society for Horticultural Science 77: 17-23. 

Hirayama, D., Yamakura, T. 2008. Limiting factors on the seed production of Lindera 
erythrocarpa trees in the Kasugayama forest reserve, Nara, Japan. Bulletin of 
Kansai Organization for Nature Reserve 29: 81-87. 
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Chave, J., Condit, R., Muller-Landau, H.C., Thomas, S.C., Ashton, P.S., Bunyavejchewin, 
S., Co, L.L., Dattaraja, H.S., Davies, S.J., Esufail, S., Ewango, C.E.N., Feeley, K.J., 
Foster, R.B., Gunatilleke, N., Gunatilleke, S., Hall, P., Hart, T.B., Hernández, C., 
Hubbell, S.P., Itoh, A., Kiratiprayoon, S., LaFrankie, J.V., de Lao, S.L., Makana, J.-R., 
Noor, M.N.S., Kassim A.R., Samper, C., Sukumar, R., Suresh, H.S., Tan, S., 
Thompson, J., Tongco, M.D.C., Valencia, R., Vallejo, M., Villa, G., Yamakura, T., 
Zimmerman, J.K. and Losos, E.C. 2008. Assessing evidence for a pervasive 
alteration in tropical tree communities. PloS Biology 6: 1-8. 

Hirayama, D., Nanami, S., Itoh, A., Yamakura, T. 2008. Individual resource allocation to 
vegetative growth and reproduction in subgenus Cyclobalanops (Quercus, Fagaceae) 
trees. Ecological Research 23: 451-458. 

塩見修平, 名波哲, 平山大輔, 伊東明, 山倉拓夫. 2008. 御蓋山のナギに起きた種子生産

リズムの崩壊. 社叢学研究 6: 70-77. 
 
 
【学会発表】 
[第 57 回日本生態学会大会（東京）2010 年 3 月] 

一般講演 2 件 
[Sarawak Biological Resource Forum 2010 (Kuching, Malaysia) 2010 年 3 月] 

一般講演 2 件 
[International Meeting for Promoting Asia-Pacific Biodiversity Observation Network 
(東京) 2009 年 12 月]  
 招待講演 1 件 
[Ecological Society of America 94th Annual Meeting (Albuquerque, USA) 2009 年 8 月] 

一般講演 3 件 
[第 19 回日本熱帯生態学会大会（大阪）2009 年 6 月] 

一般講演 4 件 
[第 120 回日本森林学会大会（京都）2009 年 3 月] 

一般講演 1 件 
[第 56 回日本生態学会大会（盛岡）2009 年 3 月] 

一般講演 1 件 
[第 18 回日本熱帯生態学会大会（東京）2008 年 6 月] 

一般講演 4 件 
[Annual Meeting of the Association for Tropical Biology and Conservation Asia-Pacific 

Chapter (Kuching, Malyasia) 2008 年 4 月] 
一般講演 3 件 
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動物機能生態学研究室 
 

TEL  06-6605-2584(幸田)   
 06-6605-2670(高木)   
FAX  06-6605-3170(ゼミ室) 
E-mail   幸田 maskohda@ 

 高木 mtakagi@   
 
【研究室の概要】 

本研究室は，脊椎動物を対象に行動生態学や進化生物学の立場から，広い意味での

動物の生態に関する最先端の研究を目指している。主な研究対象は自然状態で生息する

魚類や鳥類であり，全国各地をはじめ海外でも野外調査を行なっている。国内外の共同

研究も積極的に進めている。 
研究は，主として動物の社会関係や生態の実態解明，動物の行動や形態の適応的意

義の解明であり，そのため野生動物を個体識別し個々の個体の履歴，個体間関係の行動

観察から研究が始まる。分子生物学的，生化学的手法などの最先端の技術も用いられる。

また、動物の生涯での繁殖回数，一回の産仔数，世代時間，移動分散といった生活史特

性を適応度と関連づけ，その生活史戦略の解明も目指している。いずれにおいても個体

にとっての適応度の把握が重要となる。 
具体的な調査地としては，沖縄県南大東島・オーストラリアなど（以上鳥類），宮城

県金華山（ニホンシカ），関西の河川や湖沼，沖縄や四国沿岸・アフリカのタンガニイ

カ湖など（魚類）があり，多くは長期間の野外調査を実施している。 
 
【所属教員】 
教授 幸田正典 
多様でありかつ観察や行動実験が容易な熱帯性の魚類を主な材料に，知的行動や認知行

動，さらに社会構造について，野外での潜水調査及び研究室での飼育実験を行い研究し

ている。研究するにあたり独創的な着想や発想を重視している。最近の研究テーマ群は，

(1)意思決定や認知様式など(行動)，(2)魚類の代替繁殖戦術や共同繁殖(社会)，さらに(3)
種多様性の高い熱帯水域での近縁魚種共存機構(群集)の解明である。特に(2)での非血縁

ヘルパー(協同的一妻多夫)を伴う共同繁殖魚 3 種は，我々が魚類では世界ではじめて発

見し，そこでの雌による父性の操作の重要性を実験的に示したものであり，我々が魚類

の共同繁殖(特に共同的一妻多夫)における最先端の研究を展開している。 
 昨年度は，研究室で協同的一妻多夫種の魚を水槽飼育し，「雌雄の対立」や「雌によ

る操作」の観点から一妻多夫の成立に関する問題や，魚における個体認識の実態解明は

じめ複数のテーマでの研究を行い，その一部については論文を公表した。特に，協同的

一妻多夫のシクリッド魚類を用いた水槽実験で検証された雌の父性操作の重要性に関

する研究は，国際誌に掲載され，朝日新聞紙上や BBC Wildlife でも紹介された．さら

にこの研究を発展させるべく，この雌が受精の操作ではなく，雄の父性認識を操作して

いるとの作業仮説，すなわち雌は雄の父性認識を操作しているのであり，その結果とし

て父性操作が生じているという仮説，を検証するための実験を行った．この研究は現在

も継続中である．この他，10 編の英文原著論文を公表した． 
 都市問題研究として淀川及び大和川でのコイを対象とした環境ホルモンの調査から，

大和川ではある程度の影響が示唆された。 
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●担当授業 
生物学概論 A(前期と後期), 生物学への招待(1 部と２部)，現代の理学 A，行動生態

学，生物学実験，社会生態学特論 I，自然誌機能生物学演習 
●科学研究費補助金 

代表 ヘルパー型共同繁殖や一妻多夫魚類の繁殖戦術に関する水槽での行

動観察及び実験  (基盤研究 C H20-22 年度) 
分担 魚類の左右性の遺伝様式及び進化機構の解明（基盤研究 C H19-21 年度） 
分担 水生動物群集における左右性の動態と進化（基盤研究 B H21-24 年度）   

●その他の研究費 
代表 都市生態系の生物学の展開（都市問題研究 H19-21 年度） 

●社会貢献 
日本魚類学会 評議員 
日本魚類学会英文誌編集員 
関西自然保護機構 評議員 
関西自然保護機構会誌編集委員 
日本生態学会近畿地区会委員 
NPO 法人飛鳥川自然公園推進委員会理事 
大阪府立住吉高校 SSH 研究指導 
新聞雑誌等の報道(朝日新聞，BBC Wildlife 誌) 計２回 

 
准教授 高木昌興 
1. 昨年までと同様、長期研究プラットフォームと位置付けている南大東島に生息する

鳥類 3 種ダイトウコノハズク、モズ、メジロの生活史進化に関する研究を行った。本研

究の目的は生活史形質に現れる進化的変化を長期的な視野から検出することである。血

中寄生虫が生活史に及ぼす影響を解明するために行った研究に関連した 1 編、群集にお

ける生物間相互作用が脆弱な隔離島嶼における外来種の影響に関する 2 編の論文を出

すことができた。また、南大東島における環境保全活動の一環としての著書を分担執筆

し、外来種が在来生物に及ぼす影響に関する論文を執筆した。2. 2004 年以来継続して

いるリュウキュウコノハズクの鳴き声の地域変異の調査を行った。本研究の目的は南西

諸島の環境が様々に異なる島々に生息するリュウキュウコノハズクの声を収集し、音声

学的解析によって、島間の鳴き声の類似性、異質性から鳴き声の環境適応、移動分散の

状況、さらに南西諸島におけるリュウキュウコノハズクの進化過程について解明するこ

とである。本年度の調査島嶼は台湾の蘭嶼であった。この調査を持って解析が可能とな

り、この部分に関する音声の解析をほぼ終えた。3. 都市問題研究として、大阪市内に

おけるハシブトガラスとハシボソガラスの分布に関する基礎研究を行った。 
●担当授業 
 動物生態学、専門生物学実験、生物学実験 
●科学研究費 

代表 日本学術振興会・基盤研究（C） 継続中「海洋島に隔離分布する鳥類の鳴き

声による血縁認識と近親交配の回避機構」 
分担 日本学術振興会・基盤研究（B） 継続中「異所的集団の種分化研究と種分類

学-DNA バーコードを越えて」 
分担 日本学術振興会・基盤研究（C） 継続中「フクロウ類の巣に生息する鱗翅目

昆虫の系統地理学・進化生態学的研究」 
●その他の研究費 

日本自然保護協会 プロ・ナトゥーラ・ファンド研究助成（2009 年 第 14 期）「南大
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東島の環境保全のための啓蒙活動」 
●社会貢献 

NPO 法人自然大学講師 
International Ornithological Congress (IOC) 評議員 
日本鳥学会評議員、Ornithological Science 編集委員 
国際鳥学会議 (IOC) 日本誘致委員会委員 
環境省南大東島生物多様性保全協議会専門委員 

 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 

研究生   1 名 
後期博士課程  5 名 
前期博士課程  4 名 
学部学生     2 名 

 
【研究業績】 
Ota K, Heg D, Hori M, Kohda M (2010) Sperm phenotypic plasticity in a cichlid: a 

territorial male’s counterstrategy to spawning takeover. Behavioral Ecology. (in 
press) 

Myint O, Takeyama T, Ohnishi N, Tsujimoto H, Kohda M (2010) Mate availability to 
males affects female choice in a fish with paternal care: female counterstrategies 
against filial cannibalism. Journal of Ethology.（in press） 

Ota K, Kohda M, Sato T (2010) Allometry for sexual size dimorphism in a cichlid where 
males are extremely larger than females: it is not explained by sexual selection. 
Journal of Biosciences. 35: 257-265. 

Suzuki S, Kuwamura T, Karino K, Nakashima Y, Kohda M (in press)  Social factors of 
group spawning as an alternative mating tactic in the territorial males of the three 
spotted wrasse Halichoeres trimaculatus. Environmental Biology of Fishes. DOI 
10.1007/s10641-010-9691-0 

Awata S, Kohda M, Shibata J, Hori M, Heg D (2010) Group structure, nest size and 
reproductive success in the cooperatively breeding cichlid Julidochromis ornatus. 
Ethology. 115: 1-13. 

Takeuchi Y, Ochi H, Kohda M, Sinyinza D, Hori M (2010) A 20-year census of a rocky 
littoral fish community in Lake Tanganyika. Ecology of Freshwater Fish. 19: 239-248. 
Doi: 10.1111/j.1600-0633.2010.00408.x 

Takeuchi Y, Hori M, Myint O, Kohda M (2010) Lateral bias of agonistic responses to 
mirror images and morphological symmetry in the Siamese fighting fish (Betta 
splendens). Behavioural Brain Research. 208: 106-111. Doi:10.1016/j.bbr.2009.11.021 

Morimoto Y, Shibata J, Takahata M, Myint O, Kohda M (2010) Males of Isaza 
(Gymnogobius isaza, Gobiidae) prefer large mates: a counterstrategy against brood 
parasitism by conspecific females. Journal of Ethology. DOI 
10.1007/s10164-009-0201-9 

Morita M, Awata S, Takahashi T, Takemura A, Kohda M (2010) Sperm motility 
adaptation to ion-differing aquatic environments in the Tanganyikan cichlid, 
Astatotilapia burtoni. Journal of Experimental Zoology 313A: 169–177.  
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Matsui S, Hisaka M & Takagi M (2010) Arboreal nesting and utilization of open-cup 
bird nests by introduced ship rats Rattus rattus on an oceanic island. Bird 
Conservation International 20: 34-42. 

Kohda M, Heg D, Makino Y, Takeyama T, Shibata J, Watanabe K, Munehara H, Hori M, 
Awata S (2009) Living on the wedge: female control of paternity in a cooperative 
polyandrous cichlid. Proceedings of the Royal Society London B, 276: 4207-4214. 

Matsumoto S, Kon T, Yamaguchi M, Takeshima H, Yamazaki Y, Mukai T, Kuriiwa K, 
Kohda M, Nishida M. (2009) Cryptic diversification of the swamp eel Monopterus 
albus in East and Southeast Asia, with special reference to the Ryukyuan 
populations. Ichthyological Research, 29: 5-18. 

Seki S, Kohda M, Takamoto G, Karino K, Nakashima Y, Kuwamura T (2009) Female 
defense polygyny in the territorial triggerfish, Sufflamen chrysopterum. Journal of 
Ethology, 27: 215-220.  

Tsuda Y, Matsui S, Saito A, Akatani K, Sato Y, Takagi M and Murata K. (2009) 
Ecological study of avian malaria vectors on the island of Minami-daito, Japan. 
Journal of the American Mosquito Control Association 25: 279–284. 

Matsui S, Kikuchi T, Akatani K, Horie S & Takagi M (2009) Harmful effects of invasive 
yellow carzy ants Anoplolepis gracilipes on three land bird species of Minami-daito 
Island. Ornithological Science 8: 81-86.  

Tomita N, Niizuma Y, Takagi M, Ito M & Watanuki Y (2009) Effect of inter-annual 
variation in sea-surface temperature on egg-laying parameters of black-tailed gulls 
(Larus crassirostris) at Teuri Island, Japan. Ecological Research 24: 157–162. 

Gomagano D, Kohda M (2008) Partial filial cannibalism enhances initial body condition 
and size in paternal care fish with strong male-male competition. Annales Zoologici 
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幸田正典 2010. 現代の魚類生態学 -社会- (分担執筆) 恒星社厚生閣.（印刷中） 
幸田正典 2010. 現代の魚類生態学 –なわばり- (分担執筆) 恒星社厚生閣.（印刷中） 
富田直樹・染谷さやか・西海功・長谷川理・井上裕紀子・高木昌興 (印刷中) 北海道天

売島における脚の黄色い Larus sp. の死体記録. 山階鳥類学雑誌 
高木昌興 (2009) 島間距離から解く南西諸島の鳥類相. 日本鳥学会誌 58: 1-17. 
高木昌興（2009）第 4 章 鳥類「南大東島の鳥類の特徴と保全」『南大東の人と自然』

中井精一・東和明・ダニエル ロング（編著）南方新社（分担執筆） 
高木昌興・赤谷加奈・松井晋 (2008) 南大東島に隔離分布するダイトウコノハズクの鳴

き声を用いた個体識別となわばり個体の入れ替わり. プロ・ナトゥーラ・ファンド
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高木昌興 (2008) モズの特性を観察する. 私たちの自然 49: 8-10. 日本鳥類保護連盟 東
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【学会発表】 
[日本動物行動学会第 28 回大会（筑波）2009 年 11 月] 
    一般講演 3 件 
[日本生態学会第 57 回大会（東京）2010 年３月] 
    一般講演２件 
[日本生態学会第 56 回大会（盛岡）2009 年 3 月]  

一般講演 3 件 
[日本動物行動学会第 2７回大会（金沢）2008 年 10 月] 

一般講演 3 件 
[日本魚類学会第 41 回大会（松山）2008 年 9 月] 

一般講演 2 件 
[日本鳥学会大会（函館）2009 年 9 月] 
    一般講演 6 件 
[日本鳥学会大会（東京）2008 年 9 月] 
    シンポジウム講演 1 件  

特別講演 1 件  
一般講演 4 件 
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情報生物学研究室 
 

TEL 06-6605-2574（沼田）  
   06-6605-2573（志賀・後藤） 
FAX 06-6605-2522（事務室） 
E-mail 沼田 numata@ 
  志賀 shigask@ 
  後藤 shingoto@ 

 
【研究室の概要】 
 生態学的生理学の伝統をもつ当研究グループは、これまで生態学者と対話のできる生

理学を目指してきました。現在も、それぞれの対象動物の野外での生活を常に念頭にお

いて、生物の多様性に着目しながら生物機能の研究をするという比較生理学の立場から

研究を進めています。 
 季節は一年に一回めぐってきます。暑い夏、寒い冬だけでなく、雨の多い季節や乾燥

した季節があり、これらの物理的な環境の変動にしたがって生物的な環境も変動してい

ます。地球上にすむほとんどの生物はこの物理的、生物的な季節変動に対応しなければ

生きのびて遺伝子を残すことができません。私たちは、動物が季節変動に対応している

しくみを、個体・細胞・遺伝子のさまざまなレベルで解析し、その全体像を明らかにし

ようとしています。 
 当面の研究課題は大きく２種類に分けられます。一つは生活史の生理学的解析で、温

度や光・餌などの環境条件に対するさまざまな生理応答が、どのようにしてその動物の

実際の生活史を形作っているのかを実験によって明らかにすることです。研究対象とし

て、これまでハエ・カメムシなどの昆虫を中心としてきましたが、現在は甲殻類のアジ

アカブトエビや蛛形類のナミハダニ、軟体動物のチャコウラナメクジにまで対象を広げ

ています。 
 もう一つの課題は、陸上動物の季節適応において決定的な役割を果たしている光周性

の神経および分子機構の解明です。光周性とは生きものが日長に反応する性質です。現

在は、ハエ類を中心に、光入力系および内分泌出力系から、さらには概日時計遺伝子の

発現状態から光周性機構の解析を進めています。 
 
 
【所属教員】 
教授 沼田英治  

比較生理学の立場から、主としてカメムシ類を対象とした昆虫の季節適応の研究に携

わってきた。なかでも、休眠を制御する光周性機構と内分泌調節機構に関心をもってい

る。ホソヘリカメムシの光周性に関与する光受容器が複眼であること、その光周性には

過去に経験した光周期が影響すること、この虫の成虫休眠が脳によるアラタ体の幼若ホ

ルモン分泌活性の抑制によってもたらされることなどを明らかにした。現在は、昆虫お

よび近縁な無脊椎動物の生活史の基盤となっているさまざまな生理機構、とりわけ、こ

れまでほとんど研究されていない概年リズム機構を明らかにすることを目的としてい

る。2009 年度は、多様な昆虫時計の普遍性を探ることに力を入れた。 
●担当授業・実習 

自然誌機能生物学演習、生物学概論 I、実験で知る自然環境と人間 
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●科学研究費補助金 
代表 カメムシの光周性と休眠を支配する中枢機構（基盤研究（B）H20-23 年度）  
代表 昆虫の概潮汐リズムをもたらす分子および神経機構（萌芽研究 H20-21 年

度） 
分担 神経分泌細胞による昆虫の休眠調節機構（基盤研究（C）H20-22 年度） 

●その他の研究費 
分担 都市生態系の生物学の展開（大阪市立大学都市問題研究 H19-21 年度） 
分担 ハエ目昆虫の低温環境適応における生体膜の役（北海道大学低温科学研究所 

一般共同研究 H21 年度） 
●社会貢献 

日本学術会議連携会員 
日本応用動物昆虫学会評議員・賞および奨励金等候補者選考委員会委員 
日本昆虫学会評議員・将来問題検討委員長 
日本比較生理生化学会評議員・吉田基金運営委員 
CompBiol 2009（第 34 回日本比較内分泌学会大会・日本比較生理生化学会第 31 回

大会合同大会）準備委員長日本時間生物学会評議員 
日本動物学会近畿支部委員 
Member of the Council, the International Congress of Entomology 
Zoological Science, Reviewing Editor, Advisory Board 
Entomological Science, Editor-in-Chief 
Physiological Entomology, Editorial Advisor 
講演（大阪府立北野高校・奈良県立郡山高校）計 2 回 
新聞報道（山陽新聞・琉球新報）計 2 回  

 
准教授 志賀向子  

昆虫の季節適応機構における神経生物学的研究を行っている。個体レベルに視点を置

きながら、外環境からの情報がどのようにして行動や内分泌調節系を切り替えるのか、

それらを仲介する神経機構に興味を持っている。(1) 昆虫の概日時計と光周時計の両方

に着目し、光周期情報がどのようにして概日リズムの同調や休眠調節のための光周反応

をもたらすのか、両時計の共通原理は存在するのか？(2) 脳内神経分泌ニューロンの休

眠誘導における役割について、形態学的、生化学的、実験形態学的手法を用いて調べて

いる。2009 年度は、大阪で開催された第 34 回日本比較内分泌学会大会・日本比較生理

生化学会第 31 回大会合同大会大会準備委員会企画シンポジウム「比較生物学がひもと

く動物の不思議―様々な時間の流れと刻み方―比較生物学的視点から」をオーガナイズ

するとともに、体内時計を用いて季節を知るというタイトルで発表を行った。また、ハ

エの羽化時計の生理機構について、ドイツマールブルグ大学と川崎医科大学との共同研

究を立ち上げた。 
●担当授業・実習 

情報生物学特論 I、情報生物学特論 II、自然誌機能生物学演習、神経生物学、時間

生物学、専門生物学実験 A、臨海実習、生物学概論 I、生物学実験 A(SA)、生物

学実験 B（SB） 
●科学研究費補助金 

代表 神経分泌細胞による昆虫の休眠調節機構（基盤研究（C）H20-22 年度） 
分担 カメムシの光周性と休眠を支配する中枢機構（基盤研究（B）H20-23 年度） 
分担 昆虫の概潮汐リズムの分子および神経機構（萌芽研究 H20-21 年度） 
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●その他の研究費 
分担 ハエ目昆虫の低温環境適応における生体膜の役（北海道大学低温科学研究所 

一般共同研究 H21 年度） 
●共同研究 

無脊椎動物脳プラットフォームの開発と運用（独立行政法人理化学研究所脳科学総

合研究センター他 4 機関） 
●社会貢献 
  日本比較生理生化学会 将来計画幹事 
  日本比較生理生化学会 評議員 
  日本比較生理生化学会 光生物学協会委員 

ニューロエソロジー談話会世話人 
理研ニューロインフォマティクス 委員 

  CompBiol 2009（第 34 回日本比較内分泌学会大会・日本比較生理生化学会第 31 回

大会合同大会）準備委員 
 

講師 後藤慎介  
生物はどのようにして生存に不適切な環境を乗り越えようとするのか、その分子メカ

ニズムはどのようなものか、を大きなテーマとして研究を行っている。なかでも昆虫の

低温耐性獲得機構や光周性機構に、どのような遺伝子が関わっているのか、これらの機

構はどのように進化してきたのか、大きな関心を払っている。主にハエ目昆虫を対象と

して実験を行っているが、近年は、ホソヘリカメムシの光周性の分子メカニズム、タマ

ネギバエ・シリアカニクバエの羽化リズムと遺伝子発現、マゴットセラピーに用いられ

るヒロズキンバエの飼育法、ナミハダニの休眠機構といった研究にも携わっている。

2009 年度はニクバエの光周期感受能，休眠性の遺伝，光周性機構のモデル「外的符合

モデル」における光受容器，節足動物におけるオプシン遺伝子の進化，ヒロズキンバエ

の人工飼料，ナミハダニの卵能タンパク質遺伝子など，幅広い分野の論文を執筆した．  
●担当授業・実習 

生物学実験 A (SA)、生物学実験 B (SB)、生物学概論 C、動物生理学、専門生物学実

験 A、臨海実習、自然誌機能生物学演習 
●科学研究費補助金 
 分担 カメムシの光周性と休眠を支配する中枢機構（基盤研究（B）H20-23 年度） 
分担 神経分泌細胞による昆虫の休眠調節機構（基盤研究（C）H20-22 年度） 
分担 昆虫の概潮汐リズムの分子および神経機構（萌芽研究 H20-21 年度）  

●その他の研究費 
代表 大阪市立大学特定研究奨励費 H21 年度 「遺伝子発現改変昆虫の作製による

光周性機構の解明」 
代表 北海道大学低温科学研究所一般共同研究 H21 年度 「ハエ目昆虫の低温環境

適応における生体膜の役割」（継続） 
分担 National Science Foundation (USA) 2009-2012 Collaborative proposal: Roles 

for dehydration and photoperiodism in preparing an Antarctic insect for the 
polar night.  

受託研究 1 件 
大阪市立大学在外研究員 A 項 



 - 44 - 

●社会貢献 
  Entomological Science, Associate Editor 
  Czech Science Foundation, Reviewer  
  社団法人日本動物学会近畿支部委員 
  CompBiol 2009（第 34 回日本比較内分泌学会大会・日本比較生理生化学会第 31 回

大会合同大会）準備委員 
  昆虫の季節適応談話会世話人 
 
 
【所属研究員・大学院生・学生】 

博士後期課程  1 名  
博士前期課程 3 名 
学部学生 3 名 

 
 
【業績】 
Ikeno, T., Tanaka, S.I., Numata, H., Goto, S.G. 2010. Photoperiodic diapause under 

control of circadian clock genes in an insect. BMC Biology, in press. 
Shintani, Y., Numata, H. 2010. Adaptive significance of the recurrent photoperiodic 

response in a spring-breeding carabid beetle, Carabus yaconinus. Entomological 
Science 13: in press. 

Udaka, H., Numata, H. 2010. Comparison of the life cycle and photoperiodic response 
between northern and southern populations of the terrestrial slug Lehmannia 
valentiana in Japan. Zoological Science 27: in press. 

Shintani, Y., Numata, H. 2010. Photoperiodic response of larvae of the yellow-spotted 
longicorn beetle Psacothea hilaris after removal of the stemmata. Journal of Insect 
Physiology 56: online published. 

Tagaya, J., Numata, H., Goto, S.G. 2010. Sexual difference in the photoperiodic 
induction of pupal diapause in the flesh fly Sarcophaga similis. Entomological 
Science 13: in press 

Tokuda, Y., Ikeno, T., Goto, S.G., Numata, H., Ezaki, Y. 2010. Influence of habitat 
change on the evolution of morphology and life history traits of azooxanthellate 
solitary corals (Scleractinia: Flabellidae). Biological Journal of the Linnean Society: 
in press. 

Kashiyama, K., Ito, C., Numata, H. & Goto, S.G. 2010. Spectral sensitivity of 
light-induced hatching and expression of genes mediating photoreception in eggs 
of the Asian tadpole shrimp Triops granarius. Comparative Biochemistry and 
Physiology Part A 155: 416-421  

Muguruma, F., Goto, S.G., Numata, H., Shiga, S. 2010. Effect of photoperiod on clock 
gene expression and subcellular distribution of PERIOD in the circadian clock 
neurons of the blow fly Protophormia terraenovae. Cell and Tissue Research 340: 
497–507.  

Goto, S.G., Udaka, H., Ueda, C., Katagiri, C. 2010. Fatty acids of membrane 
phospholipids in Drosophila melanogaster lines showing rapid and slow recovery 
from chill coma. Biochemical and Biophysical Research Communications 391: 
1251-1254.  
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Miyazaki, Y., Numata, H. 2010. Exhibition of circannual rhythm under constant light in 
the varied carpet beetle Anthrenus verbasci. Biological Rhythms Research: online 
published. 

Moriyama, M., Numata, H. 2010. Desiccation tolerance in fully developed embryos in 
two cicadas, Cryptotympana facialis and Graptopsaltria nigrofuscata. Entomological 
Science 13, 68-74. 

Inosaki, A., Yasuda, A., Shinada, T., Ohfune, Y., Numata, H., Shiga S. 2010. Mass 
spectrometic analysis of peptides in brain neurosecretory cells and neurohemal 
organs in the adult blow fly, Protophormia terraenovae. Comparative Biochemistry 
and Physiology - Part A: Molecular & Integrative Physiology 155, 190-199.  

Kawakami, Y., Ito, K., Numata, H., Goto, S.G. 2010. Dominant and recessive 
inheritance patterns of diapause in the two-spotted spider mite, Tetranychus 
urticae. Journal of Heredity 101: 20-25.  

Numata, H., Udaka, H. 2010. Photoperiodism in mollusks. In: Photoperiodism: The 
Biological Calendar. Nelson, R.J., Denlinger, D.L. and Somers, D.E. (eds.), Oxford 
University Press, Oxford, p.173-192. 

Goto, S.G., Shiga, S., Numata, H. 2010. Photoperiodism in insects: perception of light 
and the role of clock genes. In: Photoperiodism: The Biological Calendar. Nelson, 
R.J., Denlinger, D.L. and Somers, D. E. (eds.), Oxford University Press, Oxford, 
p.258-286.  

Tanigawa, N., Matsumoto, K., Yasuyama, K., Numata, H. and Shiga, S. 2009. Early 
embryonic development and diapause stage in the band-legged ground cricket 
Dianemobius nigrofasciatus. Development Genes and Evolution 219: 589–596.  

Kotaki, T., Shinada, T., Kaihara, K., Ohfune, Y., Numata, H. 2009. Structure 
determination of a new juvenile hormone from a heteropteran insect. Organic 
Letters 11: 5234-5237.  

Shintani, Y., Shiga, S. and Numata, H. 2009. Different photoreceptor organs are used 
for photoperiodism in the larval and adult stages of the carabid beetle, Leptocarabus 
kumagaii. Journal of Experimental Biology 212: 3651-3655.  

Goto, S.G. and Numata, H. 2009. Alteration of pupal diapause program and regulation 
of larval duration by photoperiod in the flesh fly Sarcophaga similis Meade 
(Diptera: Sarcophagidae). Applied Entomology and Zoology 44: 603-609. 

Miyazaki, Y., Nisimura, T. and Numata, H. 2009. Circannual pupation rhythm of the 
varied carpet beetle Anthrenus verbasci under different nutrient conditions. 
Entomological Science 12: 370-375. 

Satoh, A., Yoshioka, E. and Numata, H. 2009. Entrainment of the circatidal activity 
rhythm of the mangrove cricket Apteronemobius asahinai to periodic inundations. 
Animal Behaviour 78: 189-194. 

Horiguchi, T., Ito, C. and Numata, H. 2009. Regulation of embryogenesis by light and 
its ecological significance in the Asian tadpole shrimp Triops granarius Zoological 
Science 26: 483-490. 

Zhang, B., Numata, H., Mitsui, H. and Goto, S.G. 2009. A simple and heat-sterilisable 
artificial diet excluding animal-derived ingredients for Lucilia sericata adults. 
Medical and Veterinary Entomology 23: 443-447. 
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Moriyama, M. and Numata, H. 2009. Comparison of cold tolerance in eggs of two 
cicadas, Cryptotympana facialis and Graptopsaltria nigrofuscata in relation to climate 
warming. Entomological Science 12: 162-170. 

Miyazaki, Y., Nisimura, T. and Numata, H. 2009. A circadian system is involved in 
photoperiodic entrainment of the circannual rhythm of Anthrenus verbasci. Journal 
of Insect Physiology 55: 494-498.  

Hamanaka, Y., Tanaka, S., Numata, H. and Shiga, S. 2009. Morphological 
characterization of neurons projecting to the ring gland in the larval blow fly, 
Protophormia terraenovae. Zoological Science 26: 227-237.  

Shiga, S. and Numata, H. 2009. Roles of PER-immunoreactive neurons in the circadian 
rhythm and photoperiodism in the blow fly, Protophormia terraenovae. Journal of 
Experimental Biology 212: 867-877.  

Goto, S. G. and Numata, H. 2009. Possible involvement of distinct photoreceptors in 
the photoperiodic induction of diapause in the flesh fly Sarcophaga similis. Journal 
of Insect Physiology 55: 401-407.  

Kashiyama, K., Seki, T., Numata, H. and Goto, S.G. 2009. Molecular characterization of 
visual pigments in Branchiopoda and the evolution of opsins in Arthropoda. 
Molecular Biology and Evolution 26: 299-311.  

Goto, S.G. 2009. Genetic analysis of diapause capability and association between larval 
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【学会発表】 
[第 54 回日本応用動物昆虫学会大会（千葉）2010 年 3 月] 
 一般講演 1 件 
[第 10 回東日本魚類生態研究会（日大・下田実験所）2010 年 2 月] 

一般講演 1 件 
[日本動物行動学会第 28 回大会（筑波大）2009 年 11 月] 

一般講演 1 件 
[第 16 回日本時間生物学会学術大会（大阪）2009 年 10 月] 
 一般講演 4 件 
[CompBiol 2009（第 34 回日本比較内分泌学会大会・日本比較生理生化学会第 31 回大会

合同大会）（大阪）2009 年 10 月] 
 一般講演 5 件 
 招待講演 1 件 
[日本昆虫学会第 69 回大会（津）2009 年 10 月]  
 一般講演 1 件 
[日本動物学会 第 80 回大会（静岡）2009 年 9 月] 
 一般講演 4 件 
[3rd International Symposium on the Environmental Physiology of Ectotherms and 

Plants (Tsukuba) 2009 年 8 月] 
 一般講演 5 件 
[2009 年度日本動物学会近畿支部研究発表会（神戸）2009 年 5 月] 
 一般講演 1 件 
[日本化学会第 89 春季大会（船橋）2009 年 3 月] 
 一般講演 1 件 
[第 53 回応用動物昆虫学会大会（札幌）2009 年 3 月] 
 一般講演 4 件 
[第 9 回東日本魚類生態研究会（東京大）2009 年 3 月] 

一般講演 1 件 
[The 3rd Insect Genome Meeting (Kobe, Japan) 2009 年 3 月] 

招待講演 1 件 
[第 158 回日本古生物学会例会（那覇）2009 年 1 月] 
 一般講演 1 件（ポスター賞受賞） 
[第 15 回日本時間生物学会学術大会（岡山）2008 年 11 月] 
 一般講演 2 件 
[Annual Winter Meeting of the Entomological Society of Korea (Hampyeong) 2008 年

11 月] 
 招待講演 1 件 
[第 50 回天然有機化合物討論会（福岡）2008 年 9 月] 
 一般講演 1 件 
[日本昆虫学会第 68 回大会（第 10 回昆虫の季節適応談話会）（高松）2008 年 9 月]  
 一般講演 2 件 

招待講演 1 件 
[第 79 回日本動物学会大会（福岡）2008 年 9 月] 
 一般講演 4 件 
 招待講演 1 件 
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[日本動物行動学会第 27 回大会（金沢大）2008 年 9 月] 
一般講演 1 件 

[日本比較免疫学会第 20 回学術集会（東京）2008 年 8 月] 
 招待講演 1 件 
[XXIII International Congress of Entomology（Durban, Republic of South Africa）2008

年 7 月] 
 一般講演 2 件 
 招待講演 3 件 
[日本比較生理生化学会第 30 回大会（札幌）2008 年 7 月] 
 一般講演 1 件 
[日本貝類学会創立 80 周年記念大会（東京）2008 年 4 月] 
 一般講演 1 件 
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植物進化適応学研究室（附属植物園） 
 

TEL 072-891-2751（岡田） 
 072-891-2681（飯野，田村，植松） 

FAX 072-891-7199 
E-mail 岡田 hirokada@ 
  飯野 iino@ 
        田村 nmtamura@ 
  植松 uematsu@ 

 
【研究室の概要】 
 当研究室のある植物園では国内外の様々な植物を遺伝子資源として種子，あるいは生

きた状態で収集・保存している。それらを含めた種々の植物の系統進化学的・環境応答

学的な側面を分類学，生理学，生態学，育種学の手法を用いて研究している。研究成果

は植物の保全，あるいは将来における人類の生活向上のために必要な情報として広く一

般にも公開される。 
 
 
【所属教員】 
教授 岡田 博 
 被子植物に見られる多様性を種、あるいは集団のレベルで研究している。植物は進化

の過程で、あるいは集団が置かれている環境条件によってさまざまな程度に繁殖様式の

様相（開花習性、自家受精と他家受精の比、有性生殖と栄養繁殖の比など）を変えてい

く。互いに近縁な植物分類群間でそれがどのように起こっているのか、またそれが集団

の遺伝的多様性、種分化とどのように関連していくのかをキンポウゲ科キンポウゲ属、

シソ科タムラソウ属、ブドウ科ヤブカラシなどを用いて解析している。また、これらの

研究成果を活用し、近年の地球環境の急変に伴う植物多様性の危機に対処する方策を模

索するための植物保全学的研究を進める。ケーススタディとして枚方市穂谷地区の植物

の保護に取り組む。 
●担当授業・実習 
  植物進化学、進化植物学、植物と人間 
●科学研究費 

代表 ブドウ科ヤブガラシ属における種分化と倍数性多様性の起源に関する分子

系統学的解（基盤研究Ｃ Ｈ20-21 年度） 
●社会貢献  

一般向け公開講座、講演会など 9件 
日本植物園協会 編集委員会委員 
日本植物分類学会編集委員 
大阪府教育委員会文化財保護審議会委員 
交野市星のまち観光協会顧問 
交野市いきものふれあいセンター運営委員会委員 
交野市山地対策協議会 
高知県牧野植物園 外部評価委員 
日本学術振興会審査委員 
大阪大学理学部 非常勤講師（生物学野外実習） 
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准教授 飯野盛利 
植物の環境応答を光受容体と植物ホルモンの働きに注目し、またイネを中心的な材料

にして研究している。主な研究課題と成果は次の通りである。（１）光屈性：芽ばえの

光屈性に特異的な突然変異体を分離し、その原因遺伝子からシグナル伝達機構を明らか

にする研究を進めている。これまでの研究により、シロイヌナズナNPH3 のオルソログ

（CPT1）が幼葉鞘の光屈性においても必須の因子であることを明らかにし、CPT2 遺伝

子（葉緑体移行シグナルとキナーゼ様ドメインをもつ）を幼葉鞘光屈性に関与する新規

遺伝子として同定した。また、逆遺伝学的手法により、光受容体フォトトロピン１がイ

ネ芽ばえにおける光屈性の唯一の光受容体であることを明らかにした。（２）光形態形

成および傷害応答・病害抵抗性：フィトクロムを光受容体とする、幼葉鞘の光成長阻害

反応の突然変異体を２系統分離し、それらの原因遺伝子はジャスモン酸生合成に関与す

るアレンオキシド合成酵素とアレンオキシドシクラーゼをコードしていることを明ら

かにした。これらの結果を受け、この光形態形成反応と、同じくジャスモン酸が関与す

る傷害応答の関係を解析し、また、上記の突然変異体を用いてジャスモン酸といもち病

耐性の関係を解析している。（３）重力応答と回旋運動

●担当授業・実習 

：イネの重力屈性が部分的に低

下した突然変異体の原因遺伝子LAZY1 を新規遺伝子として同定し、その産物は幼葉鞘

において、重力に応答したオーキシン不均等分配の誘導と回旋運動の発現に必須な因子

であることを明らかにした。また、シロイヌナズナのホモログ遺伝子（AtLAZY1）も

胚軸と節間の重力屈性に関与していることが明らかになってきた。 

植物環境適応学、環境適応学、２１世紀の植物科学と食糧・環境問題、植物と人間 
●科学研究費 

代表 イネの光運動を制御するシグナル伝達系の解明（特定領域研究 H17-21 年度） 
代表 高等植物における重力応答の分子機構：イネ LAZY 遺伝子の機能解析を中心に

した研究（基盤研究 B H19-21 年度） 
●社会貢献 
   日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員 

日本光生物学協会運営委員 
日本植物学会評議員 
日本植物生理学会評議員 

 
准教授 田村 実 

原始的な単子葉植物を中心にして，系統分類学の研究を行っている。特に，現在は，

表現型と遺伝子型との同調関係に着目しながら，形態，染色体，葉緑体のトランスファ

ーRNA リジン（trnK）遺伝子，マチュラーゼ（matK）遺伝子，核のリボゾーム RNA
遺伝子等を解析することにより，植物進化の道すじや機構の解明に取り組んでいる。大

学院生との共同研究を含めた最近の研究成果の例：（１）matK 遺伝子による単子葉植物

の分子系統樹を構築し、世界に先駆けて分子系統学的に単子葉植物の全ての目の間の関

係を明らかにした。また、単子葉植物の初期進化の道すじを詳しく解明した。（２）そ

の後、matK 遺伝子と rbcL 遺伝子の結合データに基づく単子葉植物の分子系統樹を構築

した。これは、現在においても、世界で最も解像度の高い単子葉植物の分子系統樹の１

つである。これに基いて、ユリ科が少なくとも５つの異質な系統の寄せ集めであること

を見出した。（３）ユリ科のアマドコロの仲間の属間・種間関係を重点的に研究し，新

属 Heteropolygonatum を設立した。また、７つの新種を発表した。（４）trnK 遺伝子の

イントロン領域を解析することにより、ユリ科ショウジョウバカマ属の種分化や分布域

拡大の過程を解明し，分子種分類学・分子分類地理学への突破口を開拓した。（５）マ

イクロサテライト解析の結果、ショウジョウバカマが生態的隔離、受粉隔離、季節的隔
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離を相手植物によってうまく使い分けて種を維持している可能性が高いことを見出し

た。（６）熱帯から温帯アジアの植物相解明のための国際共同研究の中でユリ科植物を

担当している。現在は特に Flora of Japan と Flora of Thailand に力を入れている。 
●担当授業・実習 
 進化植物学特論、植物分類系統学、生命と進化、植物と人間、専門生物学実験 A、生

物学実験 A（SA）、野外実習 A 
●科学研究費 

代表 双子葉植物から単子葉植物への進化の道すじの推定—単子葉植物の起源を探

る第一段階—（基盤研究 C H20-22 年度） 
●その他の研究費 
 代表 伊豆・丹沢地域産単子葉植物の形態的独自性とその成立の歴史（財団法人 新

技術開発財団 植物研究助成 H21 年度） 
●社会貢献 

日本植物分類学会評議員 
種生物学会地区幹事 
Flora of Thailand, Permanent Collaborator 
種子植物談話会世話人 
高大連携授業・実習 講師 

 
講師 植松千代美 
 テーマⅠ．高等植物の遺伝的多様性と進化に関する研究。（１）木本植物の花色変異

をモデルシステムとした枝変わり突然変異機構の解明：源平咲きハナモモの PEACE 遺

伝子中に数 kbp の挿入配列が介在している可能性を Long PCR 法により明らかにし、

この挿入配列の解析を進めている。また１個体中に完全着色花と斑入り花を生じるツバ

キ３品種を調べたところ、花色の濃淡にかかわらず主要色素はシアニジン-3-グルコシ

ドで、その含有量の多少により濃淡が決まっていた。また斑入り花では含有量が少なか

った。ツバキは DNA や RNA の抽出が困難で分子生物学的な解析が遅れているが、ホ

ットボレート法により良質な RNA が得られることを明らかにした。（２）葉緑体

(cp)DNA の構造変異を指標としたバラ科の進化学的研究と （３）東北地方のナシ属遺

伝資源の探索・保存と遺伝的多様性の評価を継続中である。 テーマⅡ．植物園の森の

多様な機能の解明と環境問題への基礎科学からの貢献。（１）地球温暖化防止への貢献

が期待される森林の CO2 固定能を、ほぼ同一環境条件に造成された異なる樹林型を用

いて解明する。（２）クモや昆虫、鳥など多くの絶滅危惧種や稀少種を擁する植物園の

森の動物相調査。（３）植物園内の草本・シダ植物相の調査。（４）これらの基礎研究の

成果にもとづいて環境講座や森の教室などの環境教育プログラムを開発し、社会に向け

て発信した。 
●担当授業・実習 
植物環境適応学、２１世紀の植物科学と食糧・環境問題、植物と人間、専門生物学実

験 A、生物学実験 A（SA） 
●科学研究費 

代表 市民参加による大学附属植物園を利用した環境教育プログラムの開発（基盤研 
   究 C H21- 23 年度） 
分担 ナシ属における史前帰化植物と自生植物との交雑・野生化と保全に関する研究 
   （基盤研究 C H21- 23 年度） 
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●その他の研究費 
 代表 都市と森の共生をめざしてー大学附属の森の植物園からの提言ー（日本生命財 
 団環境問題研究助成・学際的総合研究） 
●社会貢献 
 枚方市社会教育委員 
 2009 年度交野環境講座企画 
   
【所属研究員・大学院生・学生】 
 博士研究員 2 名 

後期博士課程 １名 
前期博士課程 ４名 
学部学生 １名 
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一般講演 2 件 
[日本植物分類学会第６回大会（愛知）2010 年 3 月] 

一般講演 2 件 
[Memorial symposium for the 25th international prize for biology (Kyoto) December 

2009] 
招待講演 1 件 
ポスター発表 4 件 

[2009 年度日本植物分類学会講演会（吹田）2009 年 12 月] 
招待講演 １件 

[日本育種学会（札幌）2009 年 9 月] 
ポスター 1 件 

[園芸学会（秋田）2009 年 9 月] 
一般講演 1 件 

[第 15 回日本光生物学協会年会（岡崎）2009 年 8 月] 
ポスター発表 1 件 

[Plant Biology 2009 (Honolulu) July 2009] 
招待講演 1 件 

[日本環境学会（京都）2009 年 6 月] 
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[日本植物分類学会第 8 回大会（仙台）2009 年 3 月] 
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[園芸学会（三重）2008 年 9 月] 
一般講演 1 件 
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